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安史の乱における周辺諸 国の動向

は

じ

め

に

安
史

の
乱

(七
五
五
～
七
六
三
)
は
、
唐

王
朝
に

一
時
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え

た
の
み
な
ら
ず
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
大
乱

で
あ

っ
た
。
こ
の
乱
を
契
機
に
、
世
界
帝
国

で
あ

っ
た
大
唐
帝
国
は
半
壊
し
、
以

後
、
節
度
使

(藩
鎮
)
の
自
立
に
苦
悩
す
る
東

ア
ジ
ア
の

一
勢
力
に
後
退
し
て
し

ま

っ
た
。
そ
の
結
果
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
は
大
ま
か
に
は
唐

・
西
方
の
吐
蕃

・
北

方
の
新
興
国
ウ
イ
グ
ル
と
い
う
三
勢
力
が
鼎
立
す
る
構
図

へ
と
変
化
し
、
そ
の
状

態
が

一
世
紀
近
く
続

い
て
い
く
。

安
史

の
乱
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
研
究
者
に
よ
り
様

々
な
角
度
か
ら

研
究
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
プ
ー
リ
ィ
ブ

ラ
ン
ク
氏
、
谷
川
道
雄
氏
、
藤
善
真

(
1
V

澄
氏
ら
は
、
主
と
し
て
唐
側
か
ら
乱

の
性
格

や
政
治
背
景
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。

(2
)

佐
藤
長
氏
、
森
安
孝
夫
氏
、
古
畑
徹
氏
ら
は
、
安
史

の
乱
の
国
際
的
な
側
面
に
つ

(3

)

い
て
論
考
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
森
安
孝
夫
氏
、
森
部
豊
氏
ら
が
、
唐

の

中
の
外
国
人
勢
力
と
い
う
観
点
か
ら
安
史

の
乱
を
分
析
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
優
れ
た
先
行
研
究

の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
安
史
の
乱

の

前
後
の
唐
と
周
辺
諸
国

の
国
際
関
係
に
注
目
し
、
『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』

『冊
府

元
亀
』

『資
治
通
鑑
』
等
の
中
国
側
の
漢
文
史
料
及
び

『三
国
史
記
』

(朝
鮮
)

『続
日
本
紀
』

(日
本
)
等

の
各
国
史
料
も
用

い
て
、
安
史
の
乱
に
お
け
る
周
辺
諸

国
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
得
る
事
実
を
抽
出
し
整
理
分
析
し
て
い
く
。
尚
、

こ
れ
ら
多
く

の
諸
史
料
か
ら
関
連
事
項
を
ま
と
め
た
年
表
や
図
表
等
は
、
そ
れ
自

身

「安
史

の
乱

で
の
周
辺
諸
国
の
動
向
」
を
概
観
す
る
上
で
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し

て
も

一
定
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
安
史

の
乱
自
身
が
、
唐
王
朝

の
内
乱
と

い
う
性

格
に
加
え
て
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大
乱
と
し
て
の
国
際
的
な
性
質
も
帯
び
て
お

り
、
事
実
、
唐

の
周
辺
諸
国
の
多
く
が
、
こ
の
大
乱
に
参
与
し
て
い
る
と

い
う
点

で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル

・
干
關

(ホ
ー
タ
ン
)
・
抜
汗
那

(
フ
ェ
ル
ガ
ナ
)
・
吐
火
羅

(ト
カ
ラ
)
・
大
食

(ア
ラ
ブ
)
等
の
西
方
諸
国
、
南
方

の
南
蛮
は
援
軍
を
派
遣
し

て
唐
を
支
援
し
、
北
東
ア
ジ
ア
の
契
丹

・
奨
は
安
史
陣
営
に
加
担
し
て
兵
力
を
提

供
す
る
な
ど
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
多
く
が
安
史

の
乱
に
直
接
的
に
関
わ

っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
ウ
イ
グ
ル

で
あ
り
、
唐
に
加
勢
し
て
安
史
陣
営
と
の
重
要
な
戦

い

(長
安
奪
還
戦

・
二
度

の

洛
陽
奪
還
戦

・
史
朝
義
討
滅
戦
等
)
に
参
戦
し
乱
を
終
息

へ
と
導

い
た
。
こ
の
間
、

西
方

の
吐
蕃
も
南
詔

・
党
項
を
誘

っ
て
、
唐
が
乱
の
平
定

に
専
念
し
て
い
る
隙
に

1



窓史

〔図〕安史の乱における東部ユーラシア諸国(諸 勢力)の 国際関係の概略図。

薄い影は実際に戦いに参加した親唐勢力、濃い影は安史側の勢力を表す。

斜線の吐蕃 ・南詔 ・党項は、乱の混乱に乗じて唐に侵攻した勢力。
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安
史

の
乱
の
際

の
周
辺
諸
国
の
対
応
は
大
ま
か
に
四

つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
で
き

る
。
即
ち
、
ウ
イ
グ
ル

・
干
關

・
抜
汗
那

・
吐
火
羅

・
大
食

・
南
蛮
の
よ
う

に
唐

を
軍
事
的
に
直
接
支
援
し
た
タ
イ
プ
、
渤
海

・
新
羅

・
日
本

の
よ
う
に
親
唐
的
な

中
立
を
守

っ
た
タ
イ
プ
、
契
丹

・
奨

の
よ
う
に
安
史
陣
営
に
兵
力
を
提
供
し
た
タ

イ
プ
、
吐
蕃

・
南
詔

・
党
項
の
よ
う

に
第
三
勢
力
と
し
て
独
自

の
軍
事
行
動
に
よ

り
領
土
拡
張
を
画
策
し
た
タ
イ
プ
、
の
四
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
分
類
は
、
地
理
的
な
分
類
と
お
よ
そ
符
合
し
て
い
る
。
安
史
陣
営
の

拠
点
は
、
唐
の
北
東
辺

(萢
陽

・
平
盧

・
河
東
)
で
あ
り
、
安
史
側
に
属
し
た
契

丹

・
雲
は
安
史
陣
営
に
隣
接
し
、
そ
の
勢
力
圏
で
あ

っ
た
。

一
方
、
乱

の
際
に
、

唐
に
対
し
て
援
軍
を
派
遣
し
た
国
は
、
そ
の
多
く
が
歴
史
的
に
唐
と

の
繋
が
り
が

深
く
、
北
方
の
ウ
イ
グ
ル
を
除
け
ば
、
子
關

・
抜
汗
那

・
吐
火
羅

・
大
食
な
ど
の

西
方
諸
国
、
南
方

の
南
蛮
と
、
い
ず
れ
も
安
史
勢
力
か
ら
離
れ
た
地
域

で
あ
る
。

ま
た
、
親
唐
的
な
中
立
を
保

っ
た
渤
海

・
新
羅

・
日
本
は
、
歴
史
的
に
唐
と
の
親

和
性
は
強

い
が
、
ア
ジ
ア
の
北
東
部
に
位
置
す
る
為
、
唐

へ
の
支
援
は
安
史
陣
営

に
よ

っ
て
阻
ま
れ
る
形
と
な

っ
た
地
域
で
あ
る
。
両
陣
営
に
与
せ
ず
領
土
拡
張
を

行

っ
た
吐
蕃

・
南
詔
は
、
そ
れ
ま
で
唐
と
度

々
衝
突
し
反
唐
的
色
彩
を
帯
び
る
も

の
の
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
南
西
部
に
位
置
す
る
為
、
安
史
勢
力
か
ら
は
遠
く
連

繋
は
難
し
い
。
こ
の
様
に
、
安
史
の
乱

の
際
の
周
辺
諸
国
の
外
交
姿
勢
は
概
ね
、

唐
と
の
歴
史
的
親
和
性
と
地
理
的
要
素
か
ら
規
定
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
な
経
緯

を
踏
ま
え
地
理
的
な
制
約

の
下
で
具
体
的
に
発
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
様
に
、
安
史
の
乱
は
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
か
な
り

の
部
分
を
巻
き

込
ん
で
お
り
、

一
面
で
は
、
国
際
的
な
戦
争
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
安
史

の
乱
お
よ
び
周
辺
諸
国
の
動
向
の
全
体
像
に
つ
い
て
は

〔年
表
1
〕
に
簡
潔
に
ま

2



安史の乱における周辺諸国の動向

〔年表1〕 安史の乱と周辺諸国の動向

年代1安 史の乱の主要事項と周辺諸国の動向1唐 帝1安 史側

天寳14

(755)

11月 安禄山が挙兵 【安史の乱が勃発】
12月 安禄山が洛陽占領 玄宗

正月 安禄山が洛陽で大燕皇帝に即位
6月 安禄山が憧関を奪取、玄宗は蜀に逃走。馬鬼の変。安禄山が長安占領

7月 粛宗が霊武で即位 して至徳と改元

天寳15

/至徳

元

(756)

8月 ウイ グル と吐蕃 が粛宗 に遣使 し援軍の派遣 を申 し出る

9月 粛宗が ウイグルに遣使 して援軍 を請願

10月 ① ウイ グル騎兵2千 が萢陽(安 禄 山の本拠地)を 攻撃

11月 ② 郭子儀 とウイグルが協力 して河曲 を平定

この年、吐蕃 が、河西 ・朧右で威戎 ・神威 ・定戎 ・宣威 ・制勝等の諸軍 、石墾城 ・百谷城 ・離彙城

玄宗

↓
粛宗

安禄山

の諸要塞を陥落させる
この年、安禄山と通謀 した平盧留後事の徐帰道が渤海に遣使し、安禄山討伐の為 と称 して援軍派遣

を要請するが、渤海は徐帰道の謀反を疑い使者を抑留

正月 安慶緒が安禄山を殺害 して即位

至徳2

(757)

9月 ③広平王(後 の代 宗)が 朔方等の諸軍 、 ウイグル ・西域 ・大食 ・南 蛮の援軍 を率 いて安慶緒

軍を撃破 し、長安 を奪還

10月 ④唐 軍(ウ イグル等 も参戦)が 安慶緒軍 に勝利 し、洛陽を奪 還

安禄山
↓

安慶緒
安慶緒は河北に撤退し、12月には史思明が唐に降伏

6月 史思明が再度反乱 を起こす

7月 粛宗が葛勒可汗を英武威遠砒伽可汗に冊立。寧国公主が降嫁

乾元元

(758)

8月 ウイグルの援軍(騎 兵3千)が 到来

9月 粛宗が郭子儀ら9人 の節度使に安慶緒討伐を命令 し、河北に派遣
この年、安東都護の王玄志が、粛宗の勅書を携えた使者を渤海に派遣して皇帝の帰京等を伝えたが、

安慶緒

渤海は王玄志の言葉を信用せず、使者を抑留 粛宗

この年 、渤 海が 日本 に 「安史の乱」の情 報 を伝 える

正月 史思明がi魏州で燕王に即位

乾元2

(759)

3月 ⑤相州の戦い。唐軍(ウ イグルも参戦)が 史思明に敗北

3月 相州で唐軍に勝利 した史思明は安慶緒を殺害 し、4月 に大燕皇帝に即位
4月 ウイグルの葛勒可汗が死去し、8月 に寧国公主が唐に帰国

9月 史思明が洛陽を再占領

安慶緒
↓

史思明

この年 、日本 で 「新羅征討 計画」が立案され る

上元2 3月 史朝義が史思明を殺 して即位 史思明
(761) この年、粛宗が日本 に軍需品(弓 造りの為の牛角)の 調達を要請 →朝義

正月 唐と吐蕃が長安で会盟(宝 応会盟)

4月 玄宗 と粛宗が相次いで崩御し、代宗が即位。この後、史朝義がウイグルと渤海に遣使 し懐柔

宝応元

(762)

を図る。ウイグルの牟羽可汗は史朝義に呼応して唐への侵攻を開始。渤海は史朝義に呼応せ

ず
9月 代宗がウイグルに遣使 し援軍を要請。使者は、唐に侵攻中の牟羽可汗 と遭遇。代宗は可汗を

説得 し、唐 とウイグルは史朝義討伐の為に連合

粛宗
↓

代宗
史朝義

10月 ⑥唐 ・ウイ グル連合 軍が史朝義 を撃破 し、洛陽奪還

11月 ⑦貝州の戦いで唐軍 とウイグル軍が史朝義を撃破(史 朝義討滅戦)

広 徳元

(763)

正月 史朝義 自殺 【安史の乱が終息】

正月 渤海が 日本に唐の情報を伝える
10月 吐蕃軍が長安を15日間占領

代宗

※①～⑦は、ウイグル等の周辺国家からの援軍が参戦した戦い

3



窓史

と
め
て
お
く
。

安
史

の
乱
に
お
い
て
周
辺
諸
国
が
唐
に
援

軍
を
送
り
参
加
し
た
戦

い
は
、
漢
文

史
料
に
よ
る
と
七
回
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
周
辺
諸
国
が
参
加
し
た
七

つ
の
戦
い

に
つ
い
て
は

〔表
1
〕
、
戦

い
が
行
わ
れ
た
場
所
に

つ
い
て
は

〔地
図
1
〕

に

各
々
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の
戦

い
に

つ
い
て
は
第
二
章
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
が
、

そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

至
徳
元
載

(七
五
六
)
、
粛
宗
の
求
め
に
応
じ
、
ウ
イ
グ
ル
の
葛
勒
可
汗
が
援

軍
を
唐
に
派
遣
し
た
。

こ
の
ウ
イ
グ
ル
軍

は
、
安
禄
山
の
本
拠
地
萢
陽

(現
北

京
)
と
河
曲

(内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の

一
部
と
陳
西
省

・
寧
夏
回
族
自
治
区
の
北

(
4
)

辺
)
で
各

々
安
禄
山

の
軍
勢
と
対
峙
し
た

。
こ
の
後
、
唐
は
至
徳

二
載

(七
五

七
)
九
月
、
ウ
イ
グ
ル

・
西
域

(干
關

・
抜
汗
那
)
・
南
蛮

・
大
食

の
援
軍
と
共

に
安
慶
緒
の
軍
勢
を
撃
破
し
て
長
安
を
奪
還
し
、
十
月
に
前
述
の
援
軍
と
共
に
再

度
安
慶
緒
軍
を
撃
破
し
て
洛
陽
を
奪
還
し
た
。
唐
が
両
京
を
奪
還
後
、
安
慶
緒
は

河
北
に
逃
走
し
て
相
州

(河
南
省
安
陽
県

)
に
籠
城
し
た
為
、
唐
は
乾
元
元
年

(七
五
八
)
九
月
よ
り
九
人
の
節
度
使
が
率

い
る
二
十
万
の
軍
勢
を
相
州
に
派
遣

し
て
安
慶
緒
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
戦

い
に
は

ウ
イ
グ
ル
の
援
軍
三
千
も
参
戦
し
た

が
、
乾
元
二
年

(七
五
九
)
三
月
に
行
わ
れ
た
相
州

の
戦
い
で
唐
は
敗
北
す
る
。

そ
の
後
、
唐
は
史
思
明
に
洛
陽
を
奪
わ
れ
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
と
連
合
し
、
宝
応
元

年

(七
六
二
)
十
月
、
史
朝
義
を
撃
破
し

て
洛
陽
を
奪
回
す
る
。
敗
残
の
史
朝
義

は
河
北
に
逃
走
す
る
が
、
唐

・
ウ
イ
グ
ル
連
合
軍
は
こ
れ
を
追
撃
し
、
宝
応
元
年

十

一
月
、
貝
州

(河
北
省
)
で
史
朝
義
を
撃
破
し
た
。

以
上
の
周
辺
諸
国
が
唐
を
支
援
し
た
七
回

の
戦

い
全
て
に
ウ
イ
グ
ル
は
参
加
し

て
お
り
、
安
史
陣
営
と

の
重
要
な
戦

い
に
も
貢
献
し
て
唐
を
勝
利

へ
と
導
き
、
褒

賞
と
し
て
唐
か
ら
名

(可
汗
冊
立

・
公
主
降
嫁
)
と
実

(褒
賞
と
し
て
大
量

の
絹

な
ど
)
の
双
方
を
獲
得
し
て
漠
北
の
大
国
と
な

っ
た
。

周
辺
諸
国

の
唐
側

へ
の
加
勢
に
関
連
し
て
、
援
軍
を
派
遣
し
た
諸
国
に

つ
い
て

は

〔表
2
〕
、
来
援
し
た
諸
国
に
対
す
る
唐
の
褒
賞

に
つ
い
て
は

〔表
3
〕、
唐

・

ウ
イ
グ
ル
間
の
婚
姻
関
係
と
名
分
関
係
に
つ
い
て
は

〔表
4
〕
に
各

々
ま
と
め
た
。

一
方
、
西
方

の
大
国
で
あ
る
吐
蕃
は
、
安
史
の
乱

の
際
に
幾
分
奇
妙
な
行
動
を

と

っ
て
お
り
、
唐
側
で
も
安
史
側
で
も
な
く
、
第
三
勢
力
的
に
自
己
の
権
益
に
沿

う
形
で
こ
の
大
乱
に
参
与
し
て
い
る
。
吐
蕃
は
、
唐
に
二
度
も
使
者
を
送
り
援
軍

の
派
遣
を
申
し
出
る

一
方

で
、
唐
の
混
乱
に
乗
じ
て
南
詔

・
党
項
と
土
ハに
唐

の
西

方
や
西
南
辺
を
侵
し
河
西

・
朧
右
を
占
領
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
唐
は
吐
蕃
と
宝

応
会
盟

(宝
応
元

11
七
六
二
)
を
結
ん
で
和
睦
し
た
が
、
吐
蕃
軍
の
東
進
は
止
ま

ら
ず
、
乱

の
終
息
直
後

の
広
徳
元
年

(七
六
三
)
十
月
に
は
、
長
安
が
吐
蕃
軍
に

十
五
日
間
も
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
。
吐
蕃
は
安
史

の
乱
後
も
軍
事
外
交
的
に
唐
王

朝
を
圧
迫
し
、
最
終
的
に
は
徳
宗
時
代
の
建
中
会
盟

(建
中
四
11
七
八
三
)
に
よ

り
占
領
地
で
あ
る
河
西

・
朧
右
の
領
有
を
唐
に
認
め
さ
せ
て
い
る
。
安
史

の
乱
前

後
の
唐

・
吐
蕃
間
の
和
戦
の
推
移
に

つ
い
て
は

〔年
表
2
〕
に
、
安
史

の
乱
の
時

の
吐
蕃
軍
の
占
領
地
に

つ
い
て
は

〔地
図
2
〕
に
各
々
ま
と
め
た
。

本
稿
は
四
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
章

で
は
安
史

の
乱
勃
発
前
後

の
唐
の

外
交
政
策
と
周
辺
諸
国
の
情
勢
に

つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
、
第
二
章
で
は
安
史
の

乱

の
展
開
を
ウ
イ
グ
ル
の
寄
与
を
中
心
的
な
視
座
と
し
て
ま
と
め
考
察
を
加
え
る
。

第
三
章

で
は
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃
以
外
の
周
辺
諸
国
の
動
向
を
ま
と
め
、
吐
蕃
に
つ

い
て
は
第
四
章
で
考
察
す
る
。
尚
、
本
稿
は
漢
文
史
料
に
基
づ
き
陰
暦

で
記
載
す

る
。
ま
た
、
引
用
史
料
の
訳
及
び
傍
線
は
筆
者
が
附
し
た
。
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安史の乱 における周辺諸国の動向

第

一
章

安
史
の
乱
前
後
の
唐
の
対
外
政
策

本
章
で
は
、
安
史
の
乱
に
至
る
ま
で
の
唐
の
外
交
戦
略
や
乱
が
勃
発
し
た
直
後

の
唐
の
情
勢
を
概
観
す
る
。
ま
ず
第

一
節
で
安
史
の
乱
勃
発
直
前

(七
五
〇
年
代

(
5
)

前
半
)
の
唐
の
対
外
戦
略
を
簡
単
に
ま
と
め
、
第
二
節
で
乱
勃
発
直
後

の
唐
の
対

応
や
反
撃
体
制
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

(
一
)
安
史
の
乱
勃
発
直
前
の
唐
の
外
交
政
策

七
四
〇
年
代

の
唐
の
外
交
戦
略
の
主
眼
は
、
北
方
の
突
蕨
を
滅
ぼ
す
事
と
、
西

方

の
吐
蕃
を
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
封
じ
込
め
る
事

に
あ

っ
た
。
七
四
三

(天
寳
二
)

～
七
四
四
年

(天
寳
三
)
、
突
厭
の
周
辺
諸

族
バ
ス
ミ
ル

・
カ
ル
ル
ク

・
ウ
イ
グ

ル
が
突
厭
を
攻
撃
し
た
時
、
唐
は
バ
ス
ミ
ル
や
ウ
イ
グ
ル
を
支
援
し
た
。
そ
の
結

果
、
突
厭
は
七
四
四
年
、
ウ
イ
グ
ル
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
ま
た
唐
は
、
吐
蕃
の
中
央

ア
ジ
ア
へ
の
進
撃
路
で
あ

っ
た
青
海
と
パ
ミ
ー
ル
を
掌
握
す
る
事
で
、
吐
蕃
の
侵

攻
を
食

い
止
め
た
。
だ
が
、
七
五
〇
年
頃
よ
り
唐
の
外
交
戦
略
に
は
政
治
的

・
外

交
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
が
な
く
な
り
、
前
線
将

軍
で
あ

る
節
度
使
達

(安
禄
山

〔平

盧

・
萢
陽

・
河
東

の
三
節
度
使
を
兼
任
)
、
楊
国
忠

〔剣
南
節
度
使
〕)
も
目
先
の

栄
達
に
捉
わ
れ
、
周
辺
国
家
に
対
し
て
無
定
見
な
戦
争
を
仕
掛
け
る
等
、
無
秩
序

な
対
外
政
策
を
取
る
よ
う
に
な

っ
た
。
七
五

一
年

(天
寳
十
)
に
は
、
唐
軍
が
、

南
方

の
南
詔
、
西
方

の
大
食
、
北
方
の
契
丹
と

の
戦

い
に
各

々
大
敗
し
、
唐
の
対

外
政
策
に
大
き
な
破
綻
が
生
じ
た
。
と
り
わ

け
唐
は
七
五

一
～
七
五
四
年

の
南
詔

遠
征
で
二
十
万
も

の
兵
力
を
喪
失
し
、
親
唐

的
だ

っ
た
南
詔
を
吐
蕃
に
寝
返
ら
せ

て
し
ま
う
な
ど
外
交
的
に
も
失
敗
し
た
。

ま
た
、
安
史
の
乱
の
際
、
唐
に
加
勢
し
て
乱
を
終
息

へ
と
導
く
功
労
者
ウ
イ
グ

ル
は
、
乱
が
勃
発
す
る
十
九
年
前

(天
寳
三
載

〔七
四
四
〕)
、
突
厭
を
滅
ぼ
し
て

(
6
)

モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
建
国
し
た
。
建
国
後
か
ら
安
史
の
乱
勃
発
前
ま
で
の
ウ
イ
グ
ル

は
、
毎
年
の
様
に
唐
に
遣
使
し

(
『新
唐
書
』
巻
一
=

七
回
鵤
伝
、
『冊
府
元
亀
』

(
7
)

巻
九
七

こ

、
入
冠
し
て
い
な
い
。
安
史
の
乱
の
時
、
唐
に
援
軍
を
派
遣
す
る
の

(8
)

は
二
代
目
の
葛
勒
可
汗

(在
位
は
天
寳
六

〔七
四
七
〕
～
乾
元
二

〔七
五
九
〕)
と

(
9
)

三
代
目
の
牟
羽
可
汗

(在
位
は
乾
元
二
～
大
暦
十

四

〔七
七
九
〕
)
で
あ
る
。
葛

勒
可
汗
は
古
代
ト
ル
コ
語
の
紀
功
碑
シ
ネ
ウ
ス
碑
文
を
残
し
て
お
り
、
同
碑
に
は

可
汗
が
即
位
直
後
よ
り
カ
ル
ル
ク
等

の
周
辺
諸
族
に
遠
征
を
繰
り
返
し
て
い
た
事

(
10
)

が
記
さ
れ
て
い
る
。
建
国
当
初

の
ウ
イ
グ
ル
は
北
方
の
遊
牧
諸
族
の
間
で
覇
権
を

確
立
す
る
事
に
重
点
を
置
き
、
唐
と
の
親
善
外
交
を
目
指
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ

る
。

(
二
)
安
史
の
乱
勃
発
直
後
の
唐

天
寳
十
四
載

(七
五
五
)
十

一
月
、
安
禄
山
は
、
萢
陽

・
平
盧

・
河
東
の
節
度

使
と
し
て
の
兵
力

の
み
な
ら
ず
、
同
羅

(ト
ル
コ
系
民
族
)
、
契
丹
、
雲
、
室
章

(以
上
は
北
東

ア
ジ
ア
の
諸
族
)
と

い
っ
た
周
辺
諸
族
の
軍
勢
も
従
え
、
二
十
万

と
号
す
る
大
軍
で
も

っ
て
萢
陽

(現
北
京
)
に
お

い
て
反
乱
を
起
こ
し
た

(
『資

治
通
鑑
』
巻

二

一
七
)
。
安
禄
山
は
十
二
月

に
は
洛
陽
を
占
領
し
、
翌
年

(天
寳

十
五
載
11
七
五
六
)
正
月
、
洛
陽
で
大
燕
皇
帝
に
即
位
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
玄

宗
は
、
安
禄
山

の
西
進
を
阻
止
す
る
た
め
河
西

・
朧
右
節
度
使
の
寄
督
翰
に
撞
関

を
守
備
さ
せ
、
朔
方
節
度
使

の
郭
子
儀
に
安
禄
山
の
本
拠
地
河
北
を
攻
略
さ
せ
た
。

郭
子
儀
は
天
寳
十
五
載

(七
五
六
)
六
月
、
史
思
明
を
撃
破
し
て
河
北
の
十
絵
郡

を
奪
還
し
た
が
、
同
じ
六
月
、
寄
箭
翰
が
安
禄
山
に
大
敗
し
、
漣
関
を
安
禄
山
に

奪
わ
れ
た
。
溝
関
の
陥
落
後
、
唐
側
の
不
利
は
決
定
的
と
な
り
、
玄
宗
は
長
安
を

放
棄
し
て
蜀
に
逃
亡
し
た
。

こ
の
時
、
皇
太
子
は
玄
宗
と
別
れ
、
郭
子
儀

の
本
拠
地
霊
武

(寧
夏
回
族
自
治

5



窓史

区
)
に
逃
れ
た
。
太
子
は
朔
方
節
度
大
使
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
朔
方
軍
の
幕

府
に
知
己
が
多
か

っ
た
た
め
朔
方
を
避
難
先

に
選
ん
だ
の
で
あ
る

(『資
治
通
鑑
』

巻
一
=

八
)。
ま
た
、
朔
方
軍
が
精
強
で
あ

っ
た
事
、
郭
子
儀
が
忠
義

の
名
将
で

あ
る
事
な
ど
か
ら
も
、
太
子
は
同
地
で
の
再
起
を
図

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
郭
子
儀

は
、
天
寳
十
五
載

(七
五
六
)

二
月
よ
り
河
東
節
度
使

の
李
光
弼
と
共
に
安
禄
山

の
本
拠
河
北
に
進
撃
中
で
あ

っ
た
が
、
郭
子
儀
の
副
官
杜
鴻
漸
が
太
子
を
霊
武
に

迎
え
入
れ
た
。
天
實
十
五
載

(七
五
六
)
七
月
、
太
子
は
霊
武
で
即
位
し
て
粛
宗(

11
)

と
な
り
、
至
徳
と
改
元
し
た
。
粛
宗
の
主
た
る
関
心
事
は
長
安
の
奪
還
に
あ

っ
た

(『旧
唐
書
』
巻
十
粛
宗
紀
)
た
め
、
即
位
直
後
、
河
北
を
攻
略
中
だ

っ
た
郭
子
儀

を
霊
武
に
帰
還
さ
せ
た

(『旧
唐
書
』
巻

一
二
〇
郭
子
儀
伝
)
。
粛
宗
は
ま
た
、
河

西
節
度
副
使
の
李
嗣
業
に
五
千

の
兵
を
率

い
て
霊
武
に
来
る
よ
う
命
じ
た

(
『資

治
通
鑑
』
巻
二

一
八
)
。
河
西
の
軍
隊
は
先

述
の
様

に
撞
関
防
衛
戦
で
安
禄
山
に

大
敗
し
、
壊
滅
的
打
撃
を
被

っ
た
が
、
粛
宗
は
残
存
戦
力
を
徴
集
す
る
よ
う
命
令

し
た
の
で
あ
る
。
粛
宗
は
、
更
に
西
方
の
安

西

(ク
チ
ャ
)
に
対
し
て
も
徴
兵
を

命
令
し
た

(『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
八
)。

粛
宗
即
位
の
翌
月
の
至
徳
元
載

(七
五
六
)
八
月
に
は
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃
が
粛

宗
に
遣
使
し
、
唐
を
助
け
て
安
禄
山
を
討
伐
し
た

い
と
申
し
出
た

(
『旧
唐
書
』

粛
宗
紀
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
入
)。
粛
宗

は
、
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
て
の
み
援
軍

派
遣
を
要
請
し
、
吐
蕃
に
対
し
て
は
援
軍

の
派
遣
を
要
請
し
な
か

っ
た
。
こ
の
後
、

至
徳
元
載
九
月
、
粛
宗
は
抜
汗
那

(
フ
ェ
ル
ガ
ナ
)
に
対
し
、
西
域
諸
国
を
廻

っ

て
援
軍
を
要
請
す
る
よ
う
命
令
し
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
八
)
。
ま
た
、
至
徳

元
載
末
頃
に
は
、
干
閲

(ホ
ー
タ
ン
)
王

の
尉
逞
勝
が
自
ら
五
千

の
兵
を
率

い
て

(
12
)

来
援
し
た

(
『新
唐
書
』
巻
二
二

一
子
關
伝

、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
九
)
。

以
上
の
様
に
、
粛
宗
は
朔
方

・
河
西

・
安
西
と

い
っ
た
唐
の
西
北
及
び
西
方

の

節
度
使

の
軍
隊
を
徴
集
し
、
ウ
イ
グ
ル

・
抜
汗
那

・
干
閲
等

の
北
方

・
西
方

の

国
々
に
援
軍
を
依
頼
し
た
。
粛
宗
の
行
在
が
西
北
辺
に
あ

っ
た
事
、
長
安
奪
還
が

目
的
だ

っ
た
事
か
ら
、
粛
宗
は
西
北
や
西
方
の
軍
勢
を
動
員
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章

安
史

の
乱

の
経
過
と
周
辺
諸
国
の
寄
与

ー

ウ
イ
グ
ル
を
中
心

に
ー

本
章
で
は
、
周
辺
諸
国
の
援
軍
の
寄
与
を
中
心
に
据
え

つ
つ
安
史

の
乱
の
経
過

を
考
察
す
る
。
周
辺
国
の
援
軍
が
参
戦
し
た
安
史
の
乱

で
の
七

つ
の
戦
い
に
つ
い

て
は

〔表
1
〕、
戦

い
が
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は

〔地
図
1
〕
、
周
辺
国

の
援

軍
に
つ
い
て
は

〔表
2
〕、
唐
か
ら
周
辺
諸
国

へ
の
褒
賞
に
つ
い
て
は

〔表

3
〕
、

唐

・
ウ
イ
グ
ル
問
の
婚
姻
関
係

・
名
分
関
係
に
つ
い
て
は

〔表
4
〕
に
各
々
ま
と

め
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

(
一
)
ウ
イ
グ
ル
へ
の
援
軍
の
要
請
と
緒
戦
で
の
ウ
イ
グ
ル
軍
の
活
躍

至
徳
元
載

(七
五
六
)
九
月
、
粛
宗
は
敦
燵
王
承
察
と
朔
方
兵
馬
使
の
僕
固
懐

恩

(鉄
勒
人
)
を
ウ
イ
グ
ル
に
派
遣
し
、
葛
勒
可
汗
に
援
軍
を
請
願
し
た
。
葛
勒

可
汗
は
粛
宗

の
要
請
に
応
じ
、
唐
に
軍
勢
を
派
遣
す
る
が
、
こ
の
時
、
娘

(妻

の

妹
)
を
承
粂
に
嫁
が
せ
て
唐
王
室
と

の
親
善
を
図
り
、
粛
宗
も
、
承
楽
の
妻
を
砒

伽
公
主

に
冊
立
し
て
、可
汗
と

の
親
睦
を
深
め
た

(
『旧
唐
書
』
粛
宗
紀

・
巻

一
九

五
廻
紘
伝
、
『新
唐
書
』
回
鵤
伝
)
。
来
援
し
た
ウ
イ
グ
ル
軍
は
、
ま
ず
安
禄
山
の

本
拠
萢
陽
を
襲
撃
し
、
そ
の
後
、
郭
子
儀
と
共
に
阿
史
那
従
礼

(安
禄
山
の
部

下
)
の
軍
勢
を
撃
破
し
、
河
曲

(内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の

一
部
と
陳
西
省

・
寧
夏

回
族
自
治
区
の
北
辺
)
を
平
定
し
た
。
以
下
に
二
つ
の
戦

い
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル

軍
の
戦
闘

の
詳
細
と
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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安史の乱における周辺諸国の動向

〔表1〕 周辺諸国の唐への援軍が参戦した安史の乱での7つ の戦い

1時 期1戦 闘名1戦 いの経過1参 戦国1戦 いの後の展開1史 料

1

至徳元

(756)

10月

ウイグル騎兵
の萢陽襲撃

ウイグル騎兵2千 が単独で安

禄山の本拠萢陽(現 北京)を

襲撃

ウイグル

江准に進撃中のサ子奇(安 禄
山の部下)が 萢陽に帰還

『旧』200史 思 明伝 、
『通鑑』219

2

至徳元

(756)

11月

河曲平定戦

朔方節度使の郭子儀 とウイグ
ル軍が、粛宗の行在の攻撃を

図る阿史那従礼(安 禄山の部
下)を 撃退

河曲を平定。戦勝後、郭子儀
は両京奪回のため河東攻略に

着手

『旧』120郭 子儀伝 、
『通鑑』219

3
至徳2
載9月

長安奪回戦
唐軍 が ウイ グ ル ・西域 ・大

食 ・南蛮の援軍 と共に安慶 緒

軍を撃破

ウイ グル ・

西域 ・

大食 ・南 蛮

唐は長安を奪還 『旧』195廻 維伝 、
『新』217回 鵤伝 、
『通鑑』220

4

至徳2

(757)

10月

洛陽奪回戦
唐は洛陽を奪還。安慶緒は河
北に撤退し史思明は唐に降服

5

乾元2

(759)

3月

相州の戦い:

安慶緒討伐

郭子儀ら9節 度使がウイグル

等の援軍 と共 に相州(河 南
省)で 史思明と戦 うが、敗北

ウイグル ・

(吐火羅 ・

西域九 国)

史思明は相州で唐軍に勝利後、

安慶緒を殺害して大燕皇帝に
即位し、洛陽を占領

『旧』廻 紘伝、
『新』 回鵤伝 、
『通鑑』221

6

宝応元

(762)

10月

2度 目の

洛陽奪回戦
唐 ・ウイグル連合軍が史朝義
を撃破

ウイグル

唐は洛陽を奪還。史朝義は本
拠地萢陽に向けて遁走

『旧』 　紘伝、
『通鑑』222

7

宝応元

(762)
11月

貝州の戦い:

史朝義討滅戦

貝州(河 北)の 戦いで、ウイ
グルの軽騎が唐軍に加勢して

史朝義を撃破

敗北した史朝義は萢陽に逃走

するが進退窮 まって自殺 し
「安史の乱」は終息

『旧』121僕 固懐恩

伝 ・廻乾伝 、
『新』224僕 固懐恩伝 、
『通鑑』222

※ 略 号:『 旧』=『 旧 唐 書 』、 『新 』=『 新 唐 書 』、 『通 鑑 』=『 資 治 通 鑑 』

〔地図1〕 周辺諸国の唐への援軍が参戦 した安史の乱での7つ の戦い

霊武o

o彰 原

o④ ⑥

長安◎ ③ 洛陽
① ウイグル騎 兵2千 の萢 陽攻 撃:至 徳 元(756)10月

②河 曲平定戦:至 徳元(756)11月 ⑤相州 の戦い:乾 元2(759)3月

③長安奪 回戦:至 徳2(757)9月 ⑥2度 目の洛陽奪 回戦:宝 応元(762)10月

④洛 陽奪 回戦:至 徳2(757)10月 ⑦貝州 の戦い:宝 応元(762)11月
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史 窓

〔表2〕 周辺諸国の唐への援軍

国名1援 軍の派遣1史 料

ウイグル

至徳元(756)10月 ウイグル騎兵2千 が萢陽を攻撃。

至徳元 載11月 、 ウイグル軍が郭 子儀 と協力 して河 曲を平定

『旧』(ニ 『旧唐書』)120郭 子儀i伝 ・200史思明

伝 、 『通鑑』(=『 資治通鑑』)219

至徳2(757)9月 ～10月 ウイグルの葉護太子が4千 の騎
兵を率い唐軍と共に安慶緒軍を撃破 して長安と洛陽を奪還

『旧』10粛 宗紀 ・195廻乾伝 、
『新』(=『 新唐書』)217回 鵤伝、 『通鑑』220

乾元元(758)葛 勒可汗が、骨畷特勤 ・帝徳に驕騎3千 を率
いさせて安慶緒討伐に派遣

『旧 』 廻 糸乞伝 、 『新 』 回{鶉イ云、 『通 鑑i』221

宝応元(762)10月 、牟羽 可汗が唐軍 と共に史朝義 を撃破 し、

洛陽 を奪 還。敗残 の史朝義 は自殺 し、安史 の乱 は終 息

『旧』廻絶伝、 『新』224僕 固懐恩伝、 『通鑑 』

222

干 關

(ホー タン)

至徳元(756)王 の尉渥勝が弟に国事 を任せ、自ら五千の兵

を率いて来援

『旧』144尉 逞勝伝 ・198子 閲伝 、 『新』110尉

逞 勝伝 ・221干 閲伝 、 『通鑑 』219、 『冊府 元

亀』973

抜汗 那

(フェルガナ)

至徳 元(756)9月 、粛 宗が抜 汗那 に対 し、西域 諸国 を廻 っ

て援軍 を要 請する よう命 令
『通 鑑 』218・219

大食

(アラブ)

至徳2(757)9月 ～10月 、唐 軍 と共 に安慶緒軍 を撃破 して

長安 と洛 陽 を奪還 。中央アジ アの反ア ッバ ース朝勢力 の軍勢

『旧』粛宗紀 ・198大食伝、 『新』221大 食伝 、
『通鑑』219 、『冊府元亀』973、 稲葉穣 「安 史

の乱 時 に入唐 した ア ラブ 兵 につ いて 」(注

(23)論 文)

南蛮
至徳2(757)9月 ～10月 、唐 軍 と共 に安慶緒軍 を撃破 して

長安 と洛 陽を奪還

『旧』 粛宗紀、 『冊 府元亀』973

吐火 羅

(トカラ)

乾元元(758)7月 、吐火羅葉護の烏利多が西域九国と共に

兵を派遣 し、唐を助けて賊を攻撃 したいと請願

『旧』 粛宗紀 、 『新』221吐 火 羅伝 、 『冊府 元

亀』973、 『唐会 要』99吐 火羅伝

〔表3〕 唐からの周辺諸国への褒賞

国名1唐 か らの褒賞1褒 賞の理由1史 料

ウイ グル

毎年絹2万 匹を授与する事を約束、葉護太子を司空 ・忠義王
となす。寧国公主(粛 宗娘)の 降嫁、葛勒可汗の冊立

至徳2(757)4千 の ウイ グ

ル騎兵が長安 ・洛陽を奪還 し

たた め

『旧唐書』　維伝、

『新唐書』回鴫伝、
『資治通鑑』

乾元2(759)3月 、骨畷特勤 ・帝徳らに賞物を下賜 し、骨

畷特勤を銀青光禄大夫鴻臆卿員外置に任命

ウイグル駐騎3千 が安慶緒討

伐に協力 し相州の戦いで唐に
加勢 したため

牟羽可汗 に絹二 百段 を下賜。広 徳元(763)7月 、可 汗 を冊

立。可汗 ・可敦 ・左殺 ・右殺 ・都 督 ・宰相 に実封2千 戸 を追

加 。左 殺 を雄朔王、右殺 を寧朔王、胡禄都 督 を金河王、抜覧

将軍 を静漠王 に封 じ、都督11人 を全 て国公に封 じる

宝応元(762)10月 、牟羽可

汗が唐軍に加勢 して史朝義を
撃破 して洛陽を奪還するなど

安史の乱平定に多大な貢献を
したため

干聞

(ホー タン)

至徳元(756)王 の尉 逞勝 に特進 ・殿 中監、 広徳 中(763～

764)腰 騎大 将軍 ・砒 沙府都 督 ・干關王 を各 々拝 し、上元元

(760)、 勝 の弟曜 を同四鎮節度副使 ・権知本 国事 となす

至徳元、尉逞勝が自ら5千 の
援軍を率いて来援 したため

『旧』 『新』尉 逞勝

伝 ・干 閲伝 、 『通

鑑』219・221

西域諸国 至徳元(756)厚 い褒賞を約束 して西域諸国に援軍要請 来援に対する褒賞 『資治通鑑』218

〔表4〕 唐 ・ウイグル間の婚姻関係及び名分関係

婚姻及び名分1内 容}理 由1史 料

敦煙王承条とウイグ
ル可汗の娘が結婚

至徳元(756)援 軍要請のため敦煙王承条がウイグ
ルに赴いた時、葛勒可汗が承楽に娘(可 汗の妻 の

妹)を 嬰らせた。粛宗は彼女を砒伽公主に冊立

唐王室とウイグル可汗の親善強化
のため

『旧唐書』

　維伝、
『新唐書』

回鵤伝、
『資治通鑑』

広平王と葉護太子が
兄弟の契 りを結ぶ

至徳2(757)9月 、粛 宗が広 平王(唐 軍総 帥、後

の代宗)と 葉護太子(ウ イグル軍総 帥 ・ウイ グル軍

を率いて来援)に 兄弟 の契 りを結 ぶよう命 令

唐軍とウイグル軍の親睦強化ため
両軍の総帥が兄弟の契 りを結ぶ

寧国公主(粛 宗 の
娘)が 葛勒可汗に降

嫁

乾元元(758)7月 、葛勒可汗の要請に応 じ、粛宗
は次女の寧国公主を可汗に嫁がせる

葛勒可汗は援軍派遣 ・両京奪還の

褒賞として、唐との婚姻を要請。
粛宗もウイグルへの褒賞としてこ
れに応じた牟羽可汗と僕固懐恩

の娘が結婚
葛勒可汗が少子の移地健(後 の牟羽可汗)の 為に婚

姻を請願。粛宗は僕固懐恩の娘を移地健に嫁がせる
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安史の乱 における周辺諸国の動向

(1
)
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
二
千
に
よ
る
萢
陽
攻
撃

(至
徳
元
載
十
月
)

至
徳
元
載
十
月
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
二
千
が
安
禄
山
の
本
拠
萢
陽
を
攻
撃
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
萢
陽
が
二
日
間
城
門
を
閉
じ

て
抗
戦
し
た
為
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
は

同
地
を
攻
略
で
き
ず
太
原

(山
西
省
)
に
移
動
し
た
。
こ
の
時
、
安
禄
山
の
部
下

サ
子
奇
は
黄
河
を
渡

っ
て
青
州

(山
東
省

)
に
至
り
、
江
准

(江
蘇
省

・
安
徽

省
)

へ
の
進
撃
を
試
み
て
い
た
が
、
ウ
イ
グ

ル
騎
兵

の
萢
陽
襲
撃
を
知

っ
て
南
下

を
断
念
し
、
救
援
の
為
に
急
遽
萢
陽
に
帰
還
し
た

(
『旧
唐
書
』
巻
二
〇
〇
史
思

明
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
九
)。

萢
陽
攻
撃
は
先
述
の
様
に
郭
子
儀
と
李
光
弼
が
西
方
か
ら
試
み
た
が
、
粛
宗

の

帰
還
命
令
に
よ

っ
て
両
将
が
撤
退
し
た
為
、
河
北
は
史
思
明
に
再
占
領
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
盧
節
度
使

の
劉
正
臣
は
北
方

(営

州

〔遼
寧
省
〕)
か
ら
萢
陽
襲
撃
を

画
策
し
た
が
、
史
思
明
に
迎
撃
さ
れ
、
北
か
ら
の
萢
陽
攻
略
も
失
敗
し

て
い
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
一
=

七

・
巻

二

一
入
)
。
騎
兵

二
千
と
い
う
身
軽
さ
が
行
軍
を

迅
速
に
し
、
ウ
イ
グ
ル
軍
の
快
進
撃
を
容
易

に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ウ
イ
グ
ル
の

萢
陽
攻
略
は
失
敗
し
た
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
こ
の
攻
撃
に
よ

っ
て
安
禄
山
の

江
准

へ
の
進
撃
が
阻
止
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
は
、
唐

の
経
済
基
盤
で

あ

っ
た
江
准
地
方
も
守

っ
た
事

に
な
る
。
政
治
的
中
枢
の
喪
失
に
経
済
的
な
基
盤

の
麻
痺
が
加
わ
れ
ば
、
唐
は
破
滅
的
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
ウ
イ
グ
ル
の

萢
陽
攻
撃
は
戦
局
に
対
し
て
意
義
深

い
も
の
で
あ

っ
た
。

(2
)
郭
子
儀

・
ウ
イ
グ
ル
連
合
軍
の
河
曲
平
定
戦

(至
徳
元
載
十

一
月
)

至
徳
元
載
十

一
月
、
安
禄
山
の
部
下
阿
史
那
従
礼
は
、
同
羅

・
僕
骨
の
騎
兵
五

(13
)

千
、
河
曲
の
九
府

・
六
胡
州
の
軍
勢
数
万
を
率

い
て
、
粛
宗
の
行
在

(彰
原

〔甘

粛
省
〕)

の
襲
撃
を
図

っ
た
。
郭
子
儀
は
ウ
イ
グ
ル
軍
と
共
に
阿
史
那
従
礼

の
軍

(
14
)

勢
を
撃
破
し
、
河
曲
を
平
定
し
た

(
『旧
唐
書
』
郭
子
儀
伝
)。
戦
勝
後
、
郭
子
儀

は
洛
交

(陳
西
省
)
に
南
下
し
、
河
東

の
奪
還
を
試
み
た
。
河
東
は
長
安
と
洛
陽

の
間
に
位
置
す
る
為
、
郭
子
儀
は
河
東
を
掌
握
し
て
両
京
を
攻
略
し
よ
う
と
計
画

し
た
の
で
あ
る

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
九
)
。
ウ
イ
グ
ル
の
貢
献
は
、
長
安
と
洛

陽
を
奪
還
す
る
為

の
重
要
な
布
石
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

(二
)
長
安

・
洛
陽
の
奪
回
戦

〔表
1
〕

〔地
図
1
〕

至
徳
二
載

(七
五
七
)
正
月
、
安
西

・
北
庭
の
軍
勢
と
抜
汗
那

・
大
食
諸
国
の

援
軍
が
涼
州

(甘
粛
省
)
・
郡
州

(青
海
省
)
に
到
着
し
た
為
、
粛
宗
は
保
定

(甘
粛
省
)
に
移
動
し
た
。
粛
宗
は
二
月

に
は
鳳
翔

(陳
西
省
)
に
至
り
、
朧

右

・
河
西

・
安
西

・
西
域

の
軍
勢
と
合
流
し
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
九
)
。

唐
が
こ
の
様

に
着
々
と
反
撃
体
制
を
整
え
て
い
る
頃
、
洛
陽
の
安
禄
山
陣
営
で

は
内
訂
が
起
こ
り
、
至
徳
二
載
正
月
、
安
禄
山
が
息
子
の
安
慶
緒
に
殺
さ
れ
た
。

太
原
を
攻
囲
中
だ

っ
た
史
思
明
は
、
安
禄
山
の
死
を
知
る
と
萢
陽
に
撤
退
し
た
為
、

至
徳
二
載
二
月
、
郭
子
儀
は
河
東
を
掌
握
し
た
。

至
徳
二
載
九
月
、
ウ
イ
グ
ル
の
葉
護
太
子

(葛
勒
可
汗
の
長
男
)
が
四
千
の
ウ

イ
グ
ル
騎
兵
を
伴

っ
て
鳳
翔
に
到
来
し
、
唐
軍
は
更
に
強
化
さ
れ
た
。
粛
宗
は
、

唐
軍
の
元
帥
で
あ
る
広
平
王

(後
の
代
宗
ゾ
と
葉
護
太
子
に
兄
弟
の
契
り
を
結
ば

せ
た
。
ま
た
、
粛
宗
は
ウ
イ
グ
ル
軍
に
対
し
、

一
日
に
羊
二
百
口
、
牛
二
十
頭
、

米
四
十
斜
を
供
給
し
た
。
更
に
、

一
日
も
早
い
長
安
奪
還
を
希
望
す
る
粛
宗
は
、

葉
護
太
子
に
対
し

「長
安
を
奪
還
し
た
暁
に
は
、
土
地
と
人
民
は
唐
に
帰
し
、
金

吊
と
子
女
は
ウ
イ
グ
ル
に
帰
す
」
と
約
束
し
た

(
『旧
唐
書
』
廻
乾
伝
、
『資
治
通

鑑
』
巻
二
二
〇
)。
ウ
イ
グ
ル
へ
の
こ
う
し
た
破
格
の
待
遇
は
、
唐
が
前
年

の
ウ

イ
グ
ル
軍
の
二
度
の
戦
果

(萢
陽
攻
撃
と
河
曲
平
定
)
を
評
価
し
、
長
安
奪
回
戦

で
も
ウ
イ
グ
ル
軍
の
善
戦
を
期
待
し
た
事

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
イ
グ
ル
軍

が
到
来
後

の
九
月
丁
亥
、
広
平
王
は
朔
方

・
安
西
等

の
諸
軍
、
ウ
イ
グ
ル

・
西
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窓史

域

・
南
蛮

・
大
食
の
援
軍
、
併
せ
て
二
十
万
を
率

い
て
鳳
翔
を
出
撃
し
、
九
月
壬

寅
、
長
安

の
西
に
陣
を
張

っ
た

(『旧
唐
書
』
粛
宗
紀
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二

〇
)
。(1

)
長
安
奪
回
戦

(至
徳
二
載
九
月
)

安
慶
緒
軍
十
万
は
、
唐
の
陣
営
の
北
に
陣
を
張
り
、
唐
軍
の
東
に
精
騎
を
伏
せ

て
背
後
か
ら
唐
軍
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
素
早
く
安
慶
緒

の
伏
兵
を
繊
滅
し
た
。
そ
の
後
、
唐
軍
と
ウ
イ
グ
ル
軍
は
協
力
し
、
唐
軍
が
前
方

か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
後
方
か
ら
安
慶
緒
軍
を
挟
撃
し
、
大

い
に
打
ち
破

っ
た
。

唐
軍
は
、
安
慶
緒
軍
六
万
を
斬
首
し
、
大
勝
し
て
長
安
を
奪
還
し
た

(『旧
唐
書
』

巻

一
〇
九
李
嗣
業
伝

・
巻

一
二
〇
郭
子
儀
伝

・
　
維
伝
、

『冊
府
元
亀
』
巻
九
七

三
外
臣
部
助
国
討
伐
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二

二
〇
)
。

戦
勝
後
、
ウ
イ
グ
ル
の
葉
護
太
子
は
粛
宗

の
約
定
を
理
由
に
長
安
を
略
奪
し
よ

う
と
し
た
が
、
広
平
王
が
説
得
し
て
阻
止
し
た
為
、
葉
護
は
長
安
城
外
に
移
動
し
、

涯
水

(長
安
の
東
)
の
東
側
に
陣
営
を
築

い
た

(
『旧
唐
書
』
廻
乾
伝
、
『資
治
通

鑑
』
巻
二
二
〇
)
。
西
域

・
南
蛮

・
大
食

の
軍
勢
も
、
灌
水

の
東
に
陣
地
を
築

い

た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
〇
、
『冊
府
元
亀

』
巻
九
七
三
)。
唐
軍
は
長
安
奪
還

後
、
洛
陽
に
進
撃
し
た
。

(2
)
洛
陽
奪
回
戦

(至
徳
二
載
十
月
)

至
徳
二
載
十
月
、
唐
軍
は
曲
沃

(山
西
省
臨
沿
市
)
に
駐
屯
し
た
。
ウ
イ
グ
ル

の
葉
護
太
子
は
、
谷
中
で
安
慶
緒
軍
の
伏
兵
を
発
見
し
、
こ
れ
を
繊
滅
し
た
。
そ

の
後
、
唐
軍
は
新
店

(河
南
省
)
に
進
撃
す
る
が
、
安
慶
緒
軍
が
最
初
、
山

に

拠

っ
て
陣
を
築
い
た
為
、
唐
軍
に
は
不
利
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
安
慶
緒
軍
が
退

却
す
る
唐
軍
を
追
撃
し
て
山
を
降
り
始
め
る
と
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
そ
の
背
後
か

ら
襲
撃
し
、
弓
矢
を
浴
び
せ
た
。
安
慶
緒
軍
が
驚

い
て
潰
走
し
た
為
、
唐
軍
と
ウ

イ
グ
ル
軍
は
前
後
か
ら
安
慶
緒
軍
を
挟
撃
し
て
こ
れ
を
大
破
し
た

(『旧
唐
書
』

李
嗣
業
伝

・
郭
子
儀
伝

・
廻
紘
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二
二
〇
)
。

勝
利
し
た
唐
軍
は
洛
陽
を
奪
還
し
た
。
こ
の
時
、
ウ
イ
グ
ル
は
府
庫
に
入

っ
て

財
宝
や
絹
を
奪

い
、
洛
陽
城
内
や
付
近
の
町
村
で
三
日
間
略
奪
し
た
。
そ
れ
で
も

広
平
王
は
葉
護
太
子
に
錦
や
宝
を
贈
り
、
粛
宗
も
絹
や
金
銀
を
葉
護
に
下
賜
し
た
。

更
に
、
粛
宗
は
葉
護
太
子
に
対
し
、
毎
年
絹
二
万
匹
を
下
賜
す
る
事
を
約
し
、
太

子
を
司
空

・
忠
義
王
と
な
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
の
功
績
に
報

い
た

(『旧
唐
書
』
粛

宗
紀

・
廻
紘
伝
)。

ウ
イ
グ
ル
騎
兵
は
、
長
安
奪
回
戦
で
も
洛
陽
奪
回
戦
で
も
両
軍
の
戦
局
を
左
右

す
る
程
、
決
定
的
な
働
き
を
し
た
。
援
軍
の
中
で
戦

い
の
詳
細
が
史
料
に
記
載
さ

れ
て
い
る
の
も
ウ
イ
グ
ル
だ
け
で
あ
る
。
詳
細
な
記
録
が
残

っ
て
い
る
点
か
ら
も
、

ウ
イ
グ
ル
の
働
き
が
他
よ
り
も
抜
き
ん
出

て
い
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

洛
陽
で
も
敗
北
し
た
安
慶
緒
は
、
長
安
に
続
い
て
洛
陽
も
放
棄
し
て
河
北
に
撤

退
し
、
相
州

(河
南
省
安
陽
県
)
に
立
て
こ
も

っ
た
。
ま
た
、
十
二
月
、
史
思
明

は
安
慶
緒
を
見
限

っ
て
唐
に
降
伏
し
た
。

(3
)
援
軍
を
派
遣
し
た
国
々
に
対
す
る
粛
宗
か
ら
の
褒
賞

(至
徳
元
～
上
元

元
)
〔表
3
〕
〔表
4
〕

唐
が
援
軍
を
派
遣
し
た
諸
国
に
対
し
て
与
え
た
褒
賞
に
つ
い
て
、
詳
細
が
分

か

っ
て
い
る
の
は
ウ
イ
グ
ル
と
子
閲
で
あ
る
。
唐
は
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
、
可
汗
の

冊
立
、
公
主

の
降
嫁
、
絹

の
下
賜
等
を
褒
賞
と
し
て
与
え
た
。
即
ち
、
粛
宗
は
至

徳
二
載
十
月
、
葉
護
太
子
に
毎
年
絹
二
万
匹
を
下
賜
す
る
事
を
約
束
し
、
乾
元
元

年

(七
五
八
)
七
月
に
は
葛
勒
可
汗
を
英
武
威
遠
砒
伽
可
汗
に
冊
立
し
て
、
次
女

(15
)

の
寧
国
公
主
を
可
汗
に
嫁
が
せ
た
。
皇
帝

の
実
の
娘
が
降
嫁
す
る
の
は
、
こ
れ
が

初
め
て
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
葛
勒
可
汗
が
少
子
移
地
健

(後

の
第
三
代
可
汗
牟
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安史の乱における周辺諸国の動向

羽
)

の
為
に
婚
姻
を
請
願
し
た
の
で
、
粛
宗

は
僕
固
懐
恩

の
娘
を
移
地
健

に
嫁
が

せ
た

(
『旧
唐
書
』
廻
紘
伝
)
。
尚
、
ウ
イ

グ
ル
は
乾
元
年
間

(七
五
八
～
七
五

(
16
)

九
)
以
降
、
唐
と
活
発
な
絹
馬
交
易
も
行
う

よ
う
に
な
る

(『旧
唐
書
』
　
紘
伝
、

『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
四
)。
こ
れ
だ
け
破
格

の
褒
賞
を
与
え

て
い
る
事
か
ら
も
、

ウ
イ
グ
ル
の
働
き
が
突
出
し
て
い
た
事
、
粛

宗
が
今
後
も
ウ
イ
グ
ル
と

の
繋
が
り

を
期
待
し
た
事
な
ど
が
推
察
で
き
る
。
粛
宗

は
ま
た
、
子
閲
に
対
す
る
褒
賞
と
し

て
至
徳
元
載

(七
五
六
)、
尉
逞
勝
に
特
進

・
殿
中
監
を
拝
し
、
上
元
元
年

(七

六
〇
)
に
は
勝

の
弟
曜
を
同
四
鎮
節
度
副
使

・
権
知
本
国
事
と
し
た

(『資
治
通

鑑
』
巻
二

一
九

・
巻
二
二

一
)
。
抜
汗
那
等

の
西
域
諸
国
に
対
し
て
は
、
粛
宗
は

徴
兵
前
、
厚

い
賞
を
与
え
る
事
を
約
し
て
い
る

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
八
)
。

(三
)
史
思
明
の
再
反
乱
と
相
州
の
戦

い
で
の
唐
軍
の
敗
北

(1
)
史
思
明
の
再
反
乱

安
慶
緒
は
洛
陽
放
棄
後
、
相
州

(河
南
省
)
に
籠
城
し
た
。
ま
た
、
史
思
明
は

至
徳
二
載

(七
五
七
)
十

二
月
、
唐
に
降
伏
し
た
が
、
乾
元
元
年

(七
五
入
)
六

月
、
唐
が
史
思
明
の
暗
殺
を
画
策
し
た
為
、
再
び
叛
旗
を
翻
し
た
。
粛
宗
は
乾
元

元
年
九
月
、
郭
子
儀

(朔
方
節
度
使
)
・
李

光
弼

(河
東
節
度
使
)
を
初
め
と
す

る
九
人
の
節
度
使
に
安
慶
緒
討
伐
を
命
じ
、
歩
騎
二
十
万
を
統
率
さ
せ
て
安
慶
緒

の
立
て
こ
も
る
相
州
に
派
遣
し
た
。
こ
の
時
、
ウ
イ
グ
ル
や
吐
火
羅

(ト
カ
ラ
)

も
唐

に
援
軍
を
派
遣
し
、
郭
子
儀
の
磨
下
で
安
慶
緒
討
伐
に
参
戦
し
た
。
即
ち
、

乾
元
元
年
七
月
、
吐
火
羅
が
西
域
九
国
の
首
領
と
共
に
来
朝
し
、
唐
を
助
け
て
安

(
17
)

慶
緒
を
討
伐
し
た
い
と
申
し
出

(『新
唐
書
』
巻

二
二

一
吐
火
羅
伝
、
『唐
会
要
』

巻
九
九
吐
火
羅
伝
)
、
葛
勒
可
汗
も
、
八
月
、
骨
畷
特
勤
と
帝
徳
に
驕
騎
三
千
を

統
率
さ
せ
て
唐
に
派
遣
し
た
の
で
、
粛
宗
は
彼
ら
を
郭
子
儀
の
魔
下
に
配
属
さ
せ

た

(『旧
唐
書
』
廻
紘
伝
)
。
唐
軍
は
、
安
慶
緒
の
占
領
地
で
あ

っ
た
魏
州

(河
北

　

省
)
等
を
奪
還
し
て
戦
果
を
挙
げ
た
。
こ
の
た
め
安
慶
緒
は
窮
し
、
萢
陽
の
史
思

明
に
援
軍
を
要
請
し
た
。
史
思
明
は
自
ら
十
三
万
の
軍
勢
を
率
い
て
南
下
し
、
魏

州
を
奪
還
す
る
と
、
乾
元
二
年

(七
五
九
)
正
月
、
魏
州
で
燕
王
に
即
位
し
、
そ

　

の
後
、
相
州
の
安
慶
緒
と
合
流
し
て
郭
子
儀
ら
の
率

い
る
唐
軍
と
対
峙
し
た
。

(2
)
相
州

の
戦
い

(乾
元
二
年
三
月
)
〔表

1
〕
〔地
図
1
〕

乾
元
二
年
三
月
、
相
州
に
お
い
て
郭
子
儀
ら
九
人
の
節
度
使
が
統
率
す
る
唐
軍

　

は
史
思
明
と
対
戦
す
る
が
、
敗
北
し
た

(
『旧
唐
書
』
粛
宗
紀
ハ
『資
治
通
鑑
』
巻

二
二

一
)。
こ
の
戦
い
に
は
ウ
イ
グ
ル
の
饒
騎
三
千
も
参
戦
し
た

(
『旧
唐
書
』
廻

紘
伝
、
『新
唐
書
』
回
鵤
伝
)。
吐
火
羅
と
九
国
の
援
軍
も
参
戦
し
た
と
思
わ
れ
る
。

相
州

の
戦

い
に
敗
北
し
た
唐
軍
は
洛
陽
に
撤
退
し
、
ウ
イ
グ
ル
の
骨
畷
特
勤
と

帝
徳
は
戦
績
の
な

い
ま
ま
長
安
に
帰
還
し
た
。
粛
宗
は
紫
震
殿
で
宴
を
催
し
て
骨

畷
特
勤
ら
を
労

い
、
賞
物
を
下
賜
し
、
骨
畷
特
勤
を
銀
青
光
禄
大
夫
鴻
臆
卿
員
外

　

置
に
任
命
し
ウ
イ
グ
ル
の
支
援
に
感
謝
し
た

(『旧
唐
書
』
　
維
伝
)
。

　

(3
)
史
思
明
及
び
史
朝
義

の
即
位
、
葛
勒
可
汗

の
死
去
と
寧
国
公
主

の
帰
国

相
州
で
唐
軍
に
勝
利
し
た
史
思
明
は
、
安
慶
緒
を
殺
害
し
、
一乾
元
二
年
四
月
、

一

萢
陽
で
大
燕
皇
帝
に
即
位
し
た
。
そ
の
後
、
史
思
明
は
九
月
に
は
洛
陽
を
再
占
領

　

し
、
鄭
州

・
滑
州

(以
上
河
南
省
)
も
占
拠
し
た
。
史
思
明
は
、
相
州
で
の
勝
利

　

に
勢

い
づ
い
て
進
撃
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
粛
宗
に
と

っ
て
、
史
思
明
の
洛
陽
占

一

領
は
衝
撃
で
あ

っ
た
。
そ
の
事
は
、
粛
宗
が
、
史
思
明
が
洛
陽
を
占
領
し
た
翌
月

(乾
元
二
年
十
月
)
に
勅
書
を
下
し
て
親
征
を
試
み
、
群
臣
に
諌
止
さ
れ
た
事
か

ら
も
推
測
さ
れ
る

(
『旧
唐
書
』
粛
宗
紀
、

『資
治
通
鑑
』
巻

こ
二

一
)
。
粛
宗
は

上
元
二
年

(七
六

一
)
二
月
、
洛
陽
の
奪
還
を
試
み
る
が
、
こ
一こ
で
も
史
思
明
に

大
敗
し
た
。
史
思
明
は
戦
勝
に
乗
じ
て
漣
関
の
突
破
も
図

っ
た
一が
、
唐
軍
は
こ
れ

　

を
撃
退
し
た
。
こ
の
後
、
唐
軍
に
敗
北
し
た
事
な
ど
が
原
因
で
一、
史
思
明
と
息
子

11



窓史

の
史
朝
義
が
対
立
し
、
上
元
二
年
三
月
、
史
朝
義
が
史
思
明
を
殺
害
し
て
四
代
目

の
大
燕
皇
帝
に
即
位
し
た
。

安
史
陣
営

の
内
紛
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唐

は
宝
応
元
年

(七
六
二
)
十
月
ま
で

史
朝
義
と
の
戦

い
に
決
定
的
勝
利
を
収
め
ら
れ
ず
、
戦
線
は
膠
着
状
態

に
な

っ
た

が
、
粛
宗
時
代

の
唐
は
、
相
州
で
の
敗
戦
後

、
二
度
と
ウ
イ
グ
ル
に
援
軍
を
要
請

し
な
か

っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
で
は
、
相
州

の
敗
戦

の
翌
月

(乾
元
二
年
四
月
)
、
葛

勒
可
汗
が
死
去
し
、
寧
国
公
主
は
、
可
汗
と

の
間
に
子
供
が
な
か

っ
た
為
に
唐

へ

の
帰
国
を
許
さ
れ
、
乾
元
二
年
八
月
、
長
安

に
帰
還
し
た
。
葛
勒
可
汗
の
死
去
と

寧
国
公
主

の
帰
国
に
よ
っ
て
緊
密
だ

っ
た
唐
と
ウ
イ
グ
ル
の
親
善
関
係
が
弱
ま

っ

た
為
、
粛
宗
は
ウ
イ
グ
ル
に
援
軍
を
請
願
し
な
か

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(四
)
唐

・
ウ
イ
グ
ル
連
合
軍
と
史
朝
義
と

の
最
後
の
戦

い

〔表
1
〕

〔地
図
1
〕

唐
と
史
朝
義

の
対
戦
は
膠
着
状
態
の
ま
ま
続
く
が
、
宝
応
元
年

(七
六
二
)、

玄
宗
と
粛
宗
が
相
次
い
で
崩
御
す
る
と
、
史
朝
義
は
ウ
イ
グ
ル
と
渤
海
に
各
々
遣

使
し
、
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
て
は
唐

へ
の
入
冠

を
教
唆
す
る
。
本
節
で
は
、
史
朝
義

の
画
策
、
唐
と
史
朝
義
の
最
後

の
戦
い
等
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

(1
)
玄
宗

・
粛
宗

の
崩
御
と
史
朝
義
の
ウ
イ
グ
ル

・
渤
海

へ
の
勧
誘

宝
応
元
年
建
巳
月

(四
月
)
甲
寅
に
玄
宗
、
そ
の
十

三
日
後

の
建
巳
月

(四

月
)
丁
卯

に
粛
宗
が
各

々
崩
御
し
た
。
粛
宗
崩
御
の
二
日
後

(四
月
己
巳
)
、
粛

宗

の
長
男
広
平
王
椒
が
即
位
し
、
代
宗
と
な

っ
た
。
史
朝
義
は
、
玄
宗
と
粛
宗

の

崩
御
を
反
撃

の
好
機
と
考
え
、
ウ
イ
グ
ル
と
渤
海
の
懐
柔
を
試
み
た
。
ウ
イ
グ
ル

は
、
こ
れ
ま
で
唐

に
加
勢
し
て
安
史
陣
営
に
打
撃
を
与
え

て
き
た
為
、
史
朝
義
に

と

っ
て
、
そ
の
去
就
は
重
大
な
関
心
事
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
渤
海
は
史
朝
義
政
権

の
北
東
に
隣
接
す
る
関
係
上
、
や
は
り
そ
の
去
就
が
背
後

の
脅
威
に
な
り
か
ね
な

か

っ
た
。
そ
こ
で
史
朝
義
は
、
ウ
イ
グ
ル
と
渤
海
の
懐
柔
を
図

っ
た
と
考
え
ら
れ

る

。

(
18
)

史
朝
義

の
ウ
イ
グ
ル
へ
の
遣
使

に
つ
い
て
は

『旧
唐
書
』
廻
維
伝
、
『新
唐
書
』

回
鵤
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二

・
宝
応
元
年
九
月
条
、
渤
海

へ
の
遣
使
に

つ

い
て
は

『続
日
本
紀
』
巻
二
四

・
天
平
宝
字
七
年

(七
六
三
H
広
徳
元
)
正
月
庚

(
19
)

申
条
に
各

々
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
史
朝
義
は
ウ
イ
グ
ル
と
渤
海
に
対

し
、
玄
宗
と
粛
宗
が
相
次
い
で
崩
御
し
た
事
や
、
唐
に
は
皇
帝
が
い
な

い
事
な
ど

を
伝
え
、
更
に
ウ
イ
グ
ル
に
は
唐

の
府
庫
を
収
奪
す
る
よ
う
唆
し
て
い
る
。
実
際

に
は
粛
宗
崩
御
の
二
日
後
に
代
宗
が
即
位
し
て
お
り
、
唐
は
皇
帝
不
在
の
状
態

で

は
な
か

っ
た
が
、
史
朝
義
は
ウ
イ
グ
ル
と
渤
海
に
対
し
て
故
意
に
代
宗
の
即
位
を

告
げ
ず
、
皇
帝
不
在

の
偽
情
報
を
伝
え

て
唐
の
政
情
不
安
を
印
象
付
け
、
ウ
イ
グ

ル

・
渤
海

の
自
陣
営

へ
の
取
り
込
み
を
画
策
し
た
と
思
わ
れ
る
。
渤
海
は
史
朝
義

の
誘

い
に
応
じ
な
か

っ
た
が
、
ウ
イ
グ
ル
の
新
可
汗
牟
羽

(移
地
健
)
は
史
朝
義

の
言
葉
を
信
じ
、
自
ら
十
万
の
軍
勢
を
率
い
て
唐

へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
宝
応

元
年
九
月
、
代
宗
が
修
好
と
援
軍
要
請

の
為
に
中
使
の
劉
清
潭
を
ウ
イ
グ
ル
に
派

遣
す
る
と
、
劉
清
潭
は
朔
方
の
三
受
降
城

(内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
)
に
侵
攻
し
て

き
た
牟
羽
可
汗
と
遭
遇
し
た
。
可
汗
は
辺
境
防
備

の
脆
弱
さ
を
見

て
唐
を
侮
り
、

単
干
都
護
府

の
府
庫
を
収
奪
し
た
。
代
宗
は
、
牟
羽
可
汗
の
妻
が
僕
固
懐
恩

の
娘

で
あ

っ
た
為
、
懐
恩
を
派
遣
し
て
可
汗
を
説
得
し
、
可
汗
を
味
方
に
付
け
る
と
、

唐
軍
と
ウ
イ
グ
ル
軍
は
協
力
し
て
史
朝
義
を
討
伐
す
る
事
と
な

っ
た

(『旧
唐
書
』

　
乾
伝
、
『新
唐
書
』
回
鵤
伝
)。

(2
)
二
度
目
の
洛
陽
奪
回
戦

(宝
応
元
年
十
月
)

唐
軍
は
陳
州

(河
南
省
)
で
牟
羽
可
汗
と
合
流
す
る
と
、
洛
陽
に
進
撃
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
軍
は
僕
固
懐
恩
と
共
に
唐
軍
の
先
鋒
を
担

い
、
戦
闘
開
始
前
、
史
朝
義

の
斥
候
を
捕
え
て
唐
軍
に
献
上
し
た
。
史
朝
義
の
軍
勢
は
柵
を
築

い
て
堅
守
し
た
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安史の乱 における周辺諸国の動向

が
、
唐
軍
は
饒
騎
と
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
を
柵
の
東
北
に
派
遣
し
、
史
朝
義
軍
を
前
後

か
ら
挟
撃
し
大
破
し
た
。
敗
北
し
た
史
朝
義

は
本
拠
地
の
萢
陽
を
目
指
し
て
逃
走

を
開
始
し
、
唐
軍
は
洛
陽
を
奪
還
し
た

(
『
旧
唐
書
』
巻

一
二

一
僕
固
懐
恩
伝
、

『新
唐
書
』
回
鵠
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二
)。

(3
)
史
朝
義
討
滅
戦

・
貝
州
の
戦

い

(宝
応
元
年
十

一
月
)

唐
軍
は
、
史
朝
義
を
追
撃
し
て
鄭
州

・
滑

州

・
衛
州

・
魏
州
等
で
こ
れ
を
撃
破

し
た
。
史
朝
義
が
敗
退
を
重
ね
る
と
、
配
下

の
醇
嵩

・
李
抱
玉

・
張
忠
志

(李
宝

臣
)
は
史
朝
義
を
見
限

っ
て
唐
に
降
伏
し
た
。

宝
応
元
年
十

一
月
、
唐
軍
と
史
朝
義
は
、
貝
州

(河
北
省
)
で
対
戦
し
た
。
こ

の
時
、
唐
軍
と
史
朝
義
は
混
戦
状
態
に
な

っ
た
が
、
ウ
イ
グ
ル
軍
が
加
勢

に
駆
け

つ
け
た
た
め
唐
軍
は
奮

い
立
ち
、
史
朝
義
を
大

い
に
打
ち
破

っ
た

(
『旧
唐
書
』

僕
固
懐
恩
伝
、

『新
唐
書
』
巻

二
二
四
僕
固
懐
恩
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二
二
二
)
。

貝
州

で
大
敗
し
た
史
朝
義
は
、
更
に
莫
州

(河
北
省
)
に
逃
走
し
、
同
地
で
唐
軍

を
迎
え
撃

っ
た
が
大
敗
し
、
萢
陽
に
逃
走
し
た
。

(4
)
史
朝
義
の
自
殺
と
安
史
の
乱

の
終

息

(広
徳
元
年
正
月
)

史
朝
義
は
北

へ
逃
走
を
続
け
萢
陽
に
至
る
が
、
萢
陽
が
城
門
を
閉
じ
入
城
を
拒

ん
だ
た
め
進
退
窮
ま
り
、
翌
年

の
広
徳
元
年

(七
六
三
)
正
月
、
自
殺
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
七
年
余
続

い
た
安
史

の
乱
は
終
息

す
る
。

(5
)
代
宗
か
ら
ウ
イ
グ
ル
へ
の
褒
賞

(広
徳
元
年
)

代
宗
は
ウ
イ
グ
ル
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
、
牟
羽
可
汗
に
絹
二
百
段
を
下
賜
し
、

広
徳
元
年
七
月
、
可
汗
を
冊
立
し
た
。
ま

た
代
宗
は
、
牟
羽
可
汗

・
可
敦

・
左

殺

・
右
殺

・
都
督

・
内
外
宰
相
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
封
二
千
戸
を
加
え
、
左
殺

を
雄
朔
王
、
右
殺
を
寧
朔
王
、
胡
禄
都
督
を
金
河
王
、
抜
覧
将
軍
を
静
漠
王
に
封

じ
、
都
督
十

一
人
を
全
て
国
公
に
封
じ
て
功
績
に
報
い
た

(
『旧
唐
書
』
廻
乾
伝
、

『新
唐
書
』
回
鵤
伝
)。
代
宗
も
ま
た
、
粛
宗
と
同
様
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
に
対
し
て
、

そ
の
地
の
支
配
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

(五
)
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
の
働
き

ウ
イ
グ

ル
は
、
長
安

・
洛
陽
奪
還
戦

(至
徳

二
)
、
二
度
目

の
洛
陽
奪
還
戦

(宝
応
元
)
、
史
朝
義
討
滅
戦

(宝
応
元
)
と

い
っ
た
重
要
な
戦
い
に
参
戦
し
て
唐

の
為
に
善
戦
し
た
。
本
節

で
は
ウ
イ
グ
ル
の
兵
力

・
戦
闘
兵
種

・
戦
闘
方
法
に
注

目
し
、
ウ
イ
グ
ル
が
戦

い
の
勝
敗
に
ど
の
程
度
貢
献
し
た
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
ウ
イ
グ
ル
軍
の
兵
力
が
判
明
す
る
戦

い
と
そ
の
戦
力
を
以
下
に
挙
げ
る

と
、
至
徳
元
載

(七
五
六
)
十
月
、
萢
陽
を
攻
撃
し
た
の
は
二
千
の
騎
兵
で
あ
り
、

至
徳
二
載

(七
五
七
)
九
月
に
葉
護
太
子
が
率

い
て
き
た
軍
勢
は
四
千
の
騎
兵
、

乾
元
元
年

(七
五
八
)
八
月
、
骨
畷
特
勤
が
率

い
る
軍
勢
は
三
千
の
饒
騎
で
あ

っ

た
。
こ
の
様
に
、
兵
力
だ
け
を
見
れ
ば
ウ
イ
グ
ル
の
援
軍
は
多
い
と
は
言
え
な

い
。

例
え
ば
、
至
徳
二
載

の
長
安

・
洛
陽
奪
回
戦
に
参
陣
し
た
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
四
千
は
、

干
聞
の
兵
力
五
千
よ
り
も
劣
る
。
ウ
イ
グ
ル
の
兵
力
が
何
故
少
な

い
の
か
、
同
時

期
の
ウ
イ
グ
ル
本
国

の
状
況
を
手
が
か
り
に
考
え

て
み
る
。
既
述
し
た
様
に
、
シ

ネ
ゥ
ス
碑
文
に
よ
れ
ば
葛
勒
可
汗
は
カ
ル
ル
ク
等

の
周
辺
諸
族
と
の
戦
い
に
専
念

し
て
い
た
。
ま
た
、
葛
勒
可
汗
は
乾
元
元
年
九
月
、
キ
ル
ギ
ス
人
五
万
を
破

っ
た

と
粛
宗
に
奏
上
し
て
い
る

(『旧
唐
書
』
廻
乾
伝
、

『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
六
外
臣

部
褒
異
三
)
。
キ
ル
ギ

ス
遠
征
に
戦
力
を
投
入
し
て
い
た
為
、
可
汗
が
唐
に
派
遣

で
き
る
兵
力
は
二
千
～
四
千
程
度
だ

っ
た

の
で
あ
る
。

次
に
、
ウ
イ
グ
ル
軍
の
兵
種
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ウ
イ
グ
ル
は
遊
牧
騎
馬
民

族
で
あ
る
為
、
派
遣
さ
れ
た
援
軍
は
主
と
し
て
騎
兵
で
あ

っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
騎
兵

は
兵
力
こ
そ
少
な
か

っ
た
が
、
優
れ
た
機
動
力
は
戦

い
の
勝
敗
を
決
定
付
け
た
。

以
下
に
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
の
戦

い
ぶ
り
の
分
か
る
四
つ
の
事
例
を
ま
と
め
た
。
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宏'』、

 

史

①
至
徳
二
載
九
月
の
長
安
奪
回
戦
で
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
は
戦
闘
序
盤
、
安
慶
緒

軍
の
伏
兵
を
素
早
く
繊
滅
し
た
。
戦
闘

中
に
は
唐
軍
と
連
繋
し
、
唐
軍
が
前

方
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
後
方
か
ら
安
慶
緒
軍
を
挟
撃
し
て
撃
破
し
た
。

②
至
徳
二
載
十
月
の
洛
陽
奪
回
戦
で
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
は
戦
闘
序
盤
、
安
慶
緒

軍
を
背
後
よ
り
弓
矢
で
攻
撃
し
て
こ
れ
を
潰
走
さ
せ
、
そ
の
後
、
唐
軍
と
連

繋
し
、
唐
軍
が
前
方
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
背
後
か
ら
安
慶
緒
軍
を
挟
撃

し
た
。

③
宝
応
元
年

(七
六
二
)
十
月
、
二
度
目

の
洛
陽
奪
回
戦
で
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵

は
進
撃

の
際
に
は
唐
軍
の
先
鋒
を
担

い
、
戦
闘
直
前
に
史
朝
義

の
斥
候
を
捕

縛
し
た
。
戦
闘
中
は
、
唐
軍
が
前
方
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
背
後
か
ら
史

朝
義
軍
を
挟
撃
し
た
。

④
宝
応
元
年

(七
六
二
)
十

一
月
、
貝
州

の
戦

い
で
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
は
唐
と

史
朝
義
が
混
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
助

勢
に
駆
け

つ
け
た
。
こ
の
た
め
唐
軍

は
奮

い
立
ち
、
史
朝
義
を
大
破
し
た
。

こ
の
様
に
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
は
優
れ
た
機
動
力
を
活
か
し
、
急
襲
や
背
後
か
ら
の

攻
撃
に
よ

っ
て
敵
軍
に
打
撃
を
与
え
た
。
唐

も
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵

の
長
所
を

(
20
)

理
解
し
活
用
す
る
事

で
敵
軍
を
圧
倒
し
た
。
安
史
陣
営
が
ウ
イ
グ
ル
を
恐
れ
て
い

た
点
は
、
以
下
に
挙
げ
る
三
つ
の
事
例
か
ら
窺

い
知
れ
る
。

①
長
安
奪
回
戦
の
時
、
安
慶
緒
軍
の
兵
士

は
み
な
奨
で
あ

っ
た
が
、
元
々
ウ
イ

グ
ル
を
恐
れ
て
い
た
為
、
ウ
イ
グ
ル
軍
と
遭
遇
す
る
と
、
驚
き
、
騒
ぎ
た
て

た

(『新
唐
書
』
巻

二
二
五
安
慶
緒
伝
)
。

②
洛
陽
奪
回
戦

の
時
、
ウ
イ
グ
ル
騎
兵
が
安
慶
緒
軍
の
背
後
か
ら
弓
矢
を
浴
び

せ
る
と
、
安
慶
緒
軍
は
驚
き
、
背
後

を
か
え
り
見

て

「
ウ
イ
グ
ル
が
来
た

ぞ
」
と
言

っ
て
潰
走
し
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
〇
)
。

③
二
度
目
の
洛
陽
奪
回
戦
の
前
、
史
朝
義
が
部
下
に
応
戦
方
法
を
謀
る
と
、
阿

史
那
承
慶
は

「唐
が
も
し
漢
兵

の
み
で
来
た
ら
戦
う
べ
き
で
す
が
、
ウ
イ
グ

ル
と
共
に
来
た
ら
戦
わ
ず
に
撤
退
し
、
河
陽
で
守

っ
て
唐
軍
を
避
け
る
べ
き

で
す
。」
と
進
言
し
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
二
)
。

ウ
イ
グ
ル
の
去
就
は
戦
争
終
盤
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
、
唐
も
史
朝
義
も
ウ
イ

グ
ル
の
懐
柔
に
腐
心
し
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
、
戦
局
を
左
右
す
る
重
要
な
鍵
と
し
て

最
後
ま
で
安
史
の
乱
に
関
わ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

第
三
章

安
史
の
乱
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル

・
吐
蕃
以
外
の
周

辺
諸
国
の
動
向

本
章
で
は
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃
以
外

の
周
辺
諸
国
を
取
り
上
げ
る
が
、
諸
国
を
そ

の
動
向
に
従

っ
て
分
け
る
と
、
①
唐
に
援
軍
を
派
遣

(干
關

・
抜
汗
那

・
大
食

・

南
蛮

・
吐
火
羅
)
、
②
安
史
陣
営
に
兵
力
提
供

(契
丹

・
異
)、
③
吐
蕃
の
衛
星
国

(南
詔

・
党
項
)
、
④
中
立
国

(渤
海

・
日
本

・
新
羅
)
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。

こ
れ
ら
諸
国
が
安
史
の
乱
に
ど
う
対
処
し
た
か
に
つ
い
て
、
諸
史
料
及
び
先
行
研

究
に
基
づ
き
以
下
に
ま
と
め
る
。
尚
、
周
辺
国
の
援
軍
に
つ
い
て
は

〔表
2
〕
も

参
照
さ
れ
た
い
。

(
一
)
唐
に
援
軍
を
派
遣
し
た
ウ
イ
グ
ル
以
外
の
国
々

1
干
聞

・
抜
汗
那

・
大
食

・
南
蛮

・
吐
火
羅
ー

(1
)
子
聞

(ホ
ー
タ
ン
)

至
徳
元
載

(七
五
六
)
、
干
關
王
の
尉
逞
勝
は
国
事
を
弟
の
曜
に
委
任
し
、
自

ら
五
千
の
兵
を
率

い
て
唐
に
来
援
し
た

(
『新
唐
書
』
干
關
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二

一
九
)
。
尉
逞
勝
は
安
史
の
乱

の
勃
発
前
、
来
朝
し
て
名
馬
と
美
玉
を
献
上
し
、

玄
宗
よ
り
宗
室

の
娘
を
妻
と
し
て
賜

っ
た

(
『旧
唐
書
』
巻

一
四
四
尉
逞
勝
伝
、
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『新
唐
書
』
巻

一
一
〇
尉
逞
勝
伝
)
。
唐
王
室

の
姻
戚
で
も
あ

っ
た
尉
逞
勝
は
、
唐

の
恩
顧
に
報

い
る
た
め
自
ら
援
軍
を
率

い
て
来
た
の
で
あ
る
。
干
關
は
安
西
四
鎮

の

一
つ
で
あ
り
、
至
徳
元
載
七
月
、
粛
宗
が
安
西
に
徴
兵
を
命
じ
た
為
、
尉
逞
勝

は
い
ち
早
く
唐

の
募
兵
に
応
じ
、
至
徳
元
載

末
、
来
援
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(2
)
抜
汗
那

(
フ
ェ
ル
ガ
ナ
)

粛
宗
は
至
徳
元
載
九
月
、
抜
汗
那
に
対
し
、
西
域
諸
国
を
廻

っ
て
援
軍
を
要
請

す
る
よ
う
命
じ
た
。
抜
汗
那
軍
は
、
至
徳
二
載
正
月
、
鳳
翔

で
粛
宗
と
合
流
し
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
八

・
巻
二

一
九
)
。
乱
の
勃
発
前
の
天
寳
三
載

(七
四
四
)
、

玄
宗
は
抜
汗
那
に
宗
室
の
娘
和
義
公
主
を
降
嫁
さ
せ

(
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九
)
、

天
寳
十
三
載

(七
五
四
)
、
抜
汗
那
の
王
子
醇
裕
が
入
朝
し
宿
衛
と
な

っ
た

(
『新

(
21
)

唐
書
』
巻
二
二

一
寧
遠
伝
)。
親
唐

の
抜
汗

那
は
干
聞
同
様
、
恩
義

に
報

い
る
た

め
援
軍
を
派
遣
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(3
)
大
食

(ア
ラ
ブ
)

大
食

の
軍
は
至
徳

二
載
、
長
安
と
洛
陽

の
奪
回
戦
に
参
戦
し
た

(『旧
唐
書
』

(
22
)

粛
宗
紀

・
巻

一
九
入
大
食
伝
、

『新
唐
書
』

巻
二
二

一
大
食
伝
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二

一
九
、
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
三
)
。
稲
葉
穣
氏
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
に
基
づ

き
、
こ
の
大
食
軍
を
中
央
ア
ジ
ア
に
い
た
反

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
勢
力
が
派
遣
し
た
軍

(
23
)

勢
で
あ
ろ
う
と
論
考
し
て
い
る
。

(4
)
南
蛮

南
蛮

の
軍
は
至
徳
二
載
、
長
安
と
洛
陽

の
奪
回
戦
に
参
加
し
た

(『旧
唐
書
』

粛
宗
紀
、
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
三
)
。
兵
力

は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
南
蛮
が
ど

の
国
を
指
す
か
も
不
明

で
あ
る
。
粛
宗
は
、
至
徳
二
載
十

一
月
壬
申
朔
に
下
し
た

勅
書

の
中
で
南
蛮
の
援
軍
を

「雲
南
子
弟
」
と
呼
ん
で
い
る

(
『旧
唐
書
』
粛
宗

紀
)
。
雲
南
は
南
詔
を
指
す
が
、
南
詔
は
安
史

の
乱

の
勃
発
前
よ
り
吐
蕃
の
衛
星

(
24
)

国
と
な
り
、
乱
の
際
に
は
吐
蕃
と
連
繋
し
て
唐
の
西
南
辺
境
を
襲
撃
し
て
い
る
。

反
唐
の
南
詔
が
唐
に
援
軍
を
派
遣
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
南
蛮

の
援
軍
は
、

南
詔
以
外

の
雲
南
の
部
族
が
派
遣
し
た
軍
勢
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

(5
)
吐
火
羅

(ト
カ
ラ
)

乾
元
元
年

(七
五
八
)
七
月
、
吐
火
羅
の
葉
護
烏
利
多
は
西
域
九
国
の
首
領
と

共
に
来
朝
し
、
安
慶
緒
を
討
伐
し
た

い
と
請
願
し
た

(
『新
唐
書
』
吐
火
羅
伝
、

『唐
会
要
』
巻
九
九
吐
火
羅
伝
)
。
吐
火
羅
は
天
寳
八
載

(七
四
九
)
、
掲
師

(チ

ト
ラ
ル
)
が
吐
蕃
と
連
繋
し
て
圧
迫
し
て
き
た
の
で
唐
に
救
援
を
要
請
し
た
。
吐

蕃
の
封
じ
込
め
を
図

っ
て
い
た
唐
は
、
吐
火
羅
の
要
請
に
応
じ
て
掲
師
王
を
捕
縛

し
た

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
六
)
。
吐
火
羅
は
、
唐
の
恩
義
に
応
え
る
為
に
王
が

自
ら
来
援
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(二
)
契
丹

・
案
-
安
史
陣
営
に
兵
力
供
給
ー

北
東
ア
ジ
ア
の
契
丹

・
奨
は
、
唐

の
北
東
辺
の
脅
威
で
あ

っ
た
為
、
平
盧
節
度

使
と
萢
陽
節
度
使
が
対
契
丹
戦
を
担
当
し
た
。
安
禄
山
は
、
開
元
二
十
九
年

(七

四

一
)
以
降
、
平
盧
節
度
使
を
務
め
、
幾
度
か
契
丹

・
奨
を
攻
略
し
て
降
伏
し
た

契
丹
人

・
異
人
を
自
軍
に
吸
収
し
て
い
っ
た
が
、
中
で
も
勇
敢
な
者
は
自
分
の
養

子
と
な
し
、
曳
落
河
と

い
う
親
衛
隊
に
編
入
し
た

(『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
六
)
。

契
丹

・
契

の
兵
士
は
安
史
陣
営
の
中
核

で
あ
り
、
安
慶
緒
の
時
代
、
長
安

の
占
領

軍
は
大
部
分
が
奨
の
兵
士
で
あ

っ
た

(『新
唐
書
』
巻
二
二
五
安
慶
緒
伝
)
。
し
か

し
、
契
丹

・
婁

の
部
族
長
の
中
に
は
安
禄
山
に
敵
対
す
る
勢
力
も
あ
り
、
天
寳
十

五
載

(七
五
六
)
五
月
に
は
安
禄
山

の
本
拠
萢
陽
を
襲
撃
し
て
牛
馬
や
子
女
を
略

奪
し
た
。
こ
の
時
、
安
禄
山
は
洛
陽
に
お
り
、
萢
陽
に
は
数
千
の
兵
し
か
残

っ
て

い
な
か

っ
た
為
、
契
丹

・
異

に
大
敗
し
た

(『安
禄
山
事
蹟
』
下
巻
)。
契
丹

・
奨

は
部
族
連
合
体
と
い
う
性
質
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
や
吐
蕃
の
よ
う
に
国
家
単
位

で
統
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窓史

一
的
な
行
動
を
取
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
為
、
安
禄
山
の
配
下
に
組
み
込
ま
れ
た
も

の
も

い
れ
ば
、
安
禄
山
に
も
唐
に
も
属
さ
ず
独
自

の
行
動
を
取
る
部
族
長
達
も

い

た
の
で
あ
る
。

(三
)
吐
蕃
の
衛
星
国
ー
南
詔

・
党
項
ー

(1
)
南
詔

南
詔
は
天
寳
九
載

(七
五
〇
)
、
雲
南
太
守
張
度
陀

の
苛
政
に
反
発
し
蜂
起
し

た
。
唐
は
天
寳
十
載

(七
五

一
)
～
天
寳
十

三
載

(七
五
四
)
、
三
度
の
南
詔
遠
征

を
行
う
が
、
吐
蕃

の
支
援
を
得
た
南
詔
は
こ
れ
を
撃
退
し
、
唐
は
二
十
万
も

の
兵

力
を
喪
失
し
た
。
南
詔
遠
征
で
多
大
な
戦
力
を
失

っ
た
唐
は
、
安
史
の
乱

の
勃
発

(25
)

時
、
無
傷
だ

っ
た
河
西

・
朧
右

・
朔
方
の
軍
隊
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
南

詔
は
天
寳
十

一
載

(七
五
二
)
正
月
、
吐
蕃

か
ら
賛
普
鐘

・
東
帝
に
任
じ
ら
れ
て

吐
蕃

の
衛
星
国
と
な
り
、
吐
蕃
と
共
に
眺
州

(雲
南
省
)
や
崔
凹州

(四
川
省
)
を

襲
撃
し
た
。
乱
勃
発
後
も
、
至
徳

元
載
九

月
に
會

同
軍
と
越
篤
軍
を
撃
破
し

(『資
治
通
鑑
』
巻

二

一
入
)
、
至
徳
二
載
に
は
吐
蕃

の
命
令
で
篤
州
と
台
登
を
襲

(26
)

撃
し
た
。

(2
)
党
項

(タ
ン
グ
ー
ト
)

党
項
は
至
徳
年
間
の
末

(七
五
七
)
、
吐

蕃
の
命
令

で
唐

の
西
北
辺
を
襲
撃
し

(
27
)

(『新
唐
書
』
巻
二
二

一
党
項
伝
)
、
広
徳
元
年

(七
六
三
)

に
は
吐
蕃
軍
に
従

っ

て
浬
州

(甘
粛
省
)
や
奉
天

(陳
西
省
)

に
侵
攻
し
、
長
安
も
占
領
し
た

(
『旧

唐
書
』
巻

一
九
六
吐
蕃
伝
、
『新
唐
書
』
巻

二

一
六
吐
蕃
伝
)
。

(四
)
中
立
国
-
渤
海

・
日
本

・
新
羅
-

渤
海

・
日
本

・
新
羅
は
唐
に
対
し
て
も
安
史
陣
営
に
対
し
て
も
援
軍
を
派
遣
し

な
か

っ
た
が
、
三
国
の
問
で
は
外
交
的
な
駆
け
引
き
が
見
ら
れ
、
渤
海
と
日
本
は

連
繋
し
て
新
羅
と
対
立
し
、
日
本
で
は
五
七
九
年
、
新
羅
征
討
計
画
が
立
案
さ
れ

た
。
計
画
は
、
七
六
二
年
、
中
止
と
な
る
が
、
渤
海

・
新
羅
の
外
交
政
策
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
本
節
で
は
、
安
史
の
乱
の
際
の
三
国
の
動
向
に
関
す
る
先
行
研

究

の
成
果
を
ま
と
め
る
。

(1
)
渤
海

渤
海
の
南
西
に
は
安
禄
山
政
権
が
あ
り
、
渤
海
に
隣
接
す
る
契
丹

・
愛
は
安
禄

山
に
従
軍
し
て
い
た
為
、
渤
海
の
近
隣
は
安
禄
山
の
勢
力
圏
で
あ

っ
た
。
こ
の
た

め
唐
も
渤
海
に
安
史
陣
営

の
牽
制
を
期
待
し
、
安
史
勢
力
も
唐
も
渤
海
の
懐
柔
を

図

っ
た
。
渤
海
は
玄
宗

の
時
代
、
二
十
九
回
も
唐
に
遣
使
し

(『新
唐
書
』
巻

二

一
九
渤
海
伝
)、
唐
と
は
親
密
な
外
交
関
係
を
保

っ
て
い
た
が
、
安
史

の
乱
が
勃

発
す
る
と
、
渤
海
は
安
史
勢
力
に
近
接
す
る
と

い
う
地
理
的
状
況
か
ら
戦
禍
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
を
危
惧
し
、
対
外
姿
勢
は
慎
重
に
な

っ
た
。
即
ち
、
至
徳
元
載
、

安
禄
山
と
通
謀
し
た
平
盧
留
後
事

の
徐
帰
道
が
、
渤
海
に
遣
使
し
、
安
禄
山
討
伐

の
為
と
称
し
て
四
万

の
騎
兵
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
す
る
と
、
渤
海
は
徐
帰
道

の

謀
反
を
疑

い
、
使
者
を
抑
留
し
た
。
そ
の
後
、
安
東
都
護
の
王
玄
志
が
徐
帰
道
を

諌
殺
し
、
乾
元
元
年
、
粛
宗
の
勅
書
を
携
え
た
使
者
を
渤
海
に
派
遣
し
て
皇
帝

の

帰
京
等
を
伝
え
、
唐

・
渤
海
間
の
連
繋
強
化
を
図

っ
た
が
、
渤
海
は
王
玄
志

の
言

(
28
)

葉
を
信
用
せ
ず
、
使
者
を
抑
留
し
た

(『続
日
本
紀
』
巻
二

一
・
天
平
宝
字
二
年

十
二
月
)
。
ま
た
、
宝
応
元
年
、
史
朝
義
が
渤
海
の
懐
柔
を
試
み
た
が
、
渤
海
は

史
朝
義

に
呼
応
し
な
か

っ
た

(第

二
章
で
詳
述
)
。
同
じ
宝
応
元
年
、
代
宗
は
渤

海
王

の
大
欽
茂
を
国
王
と
な
し
た

(『新
唐
書
』
渤
海
伝
)
。
渤
海
は
そ
れ
ま
で
唐

か
ら
郡
王
号
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
以
降
、
新
皇
帝
が
即
位
す
る
時
に
国

王
号
を
授
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
畑
徹
氏
は
、
代
宗
は
渤
海
が
唐
よ
り
の
行

(
29
)

動
を
取

っ
た
褒
賞
と
し
て
大
欽
茂
に
王
爵
を
与
え
た
と
論
考
し
て
い
る
。

尚
、
渤
海
は
新
羅
と
険
悪
で
あ

っ
た
為
、
日
本
と
の
通
好
に
努
め
、
日
本
に
遣
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安史の乱 における周辺諸国の動向

使
し
て
安
史
の
乱
の
情
勢
を
伝
え
、
日
本
を
助
け
て
遣
唐
使

の
入
唐
に
協
力
す
る

等
し
た
。
こ
の
間
に
渤
海
が
提
供
し
た
情
報

は

『続
日
本
紀
』
に
詳
細
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
渤
海
は
安
史
勢
力
に
よ

っ
て
唐

か
ら
遮
断
さ
れ
た
為
、
乱
の
際

の
渤

海
情
勢
は

『旧
唐
書
』
等
の
漢
文
史
料
に
殆
ど
残

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
『続

日
本
紀
』
に
記
さ
れ
た
渤
海
の
情
報
は
、
安
史
の
乱
の
際
の
渤
海

の
動
向
や
対
外

政
策
を
知
る
上
で
重
要
な
手
掛
り
に
な

っ
て

い
る
。

(2
)
日
本

天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)
十
二
月
、
渤
海
よ
り
帰
国
し
た
遣
渤
海
使
の
小
野

田
守
が
、
日
本
に
安
史
の
乱
の
情
勢
を
伝
え

た
事
が
契
機
と
な
り
、
天
平
宝
字
三

年

(七
五
九
)
、
藤
原
仲
麻
呂
が
主
導
で
新
羅
征
討
計
画
を
立
案
し
た
。
日
本
は

造
船

・
築
城

・
兵
士
の
軍
事
教
練
等
に
務
め
た
が
、
計
画
は
天
平
宝
字
六
年

(七

(30
)

六
二
)
十

一
月
、
中
止
と
な
る
。
尚
、
先
行

研
究
で
は
、
新
羅
征
討
計
画
は
日
本

と
渤
海
の
共
同
作
戦
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。
渤
海
は
安
史
陣
営
に
近
接
し
て

お
り
、
状
況
に
よ

っ
て
は
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
、
新
羅
に
背
後
を
襲
わ
れ
る
恐
れ

が
あ

っ
た
の
で
、
日
本
を
新
羅
牽
制
に
利
用

し
よ
う
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

日
本
は
ま
た
、
天
平
宝
字
五
年

(七
六

一
・
上
元
二
)
、
唐
か
ら
帰
国
し
た
高

元
度
よ
り
、
弓
造
り

の
為
の
牛
角
を
調
達
す

る
よ
う

に
、
と

の
粛
宗
の
命
令
を
受

け
た
為
、
東
海

・
山
陰

・
山
陽
等
に
牛
角

七
千
入
百
隻
を
貢
上
さ
せ
た

(
『続
日

本
紀
』
巻
二
三

・
天
平
宝
字
五
年
十
月
辛

酉
条
)
。
こ
の
二
年
前

の
乾
元
二
年

(七
五
九
)
、
史
思
明
が
洛
陽
を
再
占
領
し
て
勢
力
を
盛
り
返
し
た
為
、
唐
は
大
量

の
軍
需
品
を
消
耗
し
、
日
本
に
調
達
を
求
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(3
)
新
羅

新
羅
は
安
史
の
乱
勃
発
直
後
、
唐
に
朝
貢

し
な
か

っ
た
が
、
玄
宗
が
蜀
に
滞
在

し
て
い
る
事
を
知
る
と
、
至
徳
元
載

(七
五
六

11
景
徳
王

一
五
)
成
都
に
使
者
を

派
遣
し
、
玄
宗

に
朝
貢
し
て
忠
誠
を
示
し
た
。
玄
宗
は
喜
び
、
自
作
の
五
言
十
韻

詩
を
新
羅
王
に
賜

っ
た

(
『一二
国
史
記
』
新
羅
本
紀
九
)。
唐
が
至
徳
二
載
九
月
に

長
安
を
奪
還
す
る
と
、
翌
年
の
乾
元
元
年

(七
五
入
)
八
月
、
新
羅
は
朝
貢
し
、

粛
宗
は
新
羅
使
節
を
紫
震
殿
で
も
て
な
し
た

(
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
六
)
。
新
羅

は
ま
た
乾
元
二
年

(七
五
九

H
景
徳
王

一
八
)
、
官
庁
や
官
職
名
を
唐
風
に
改
正

し
、
宝
応
元
年

(七
六
ニ
ー-
景
徳
王
二

一
)
九
月
と
広
徳
元
年

(七
六
三
H
景
徳

王
二
二
)
四
月
に
唐
に
遣
使
し
た

(『冊
府
元
亀
』
巻
九
七
二
、
『三
国
史
記
』
)
。

更
に
、
宝
応
元
年
五
月
に
は
五
谷

・
鵤
巌

・
漢
城

・
璋
塞

・
池
城

・
徳
谷

(以
上

(
31
)

黄
海
道
)
に
六
城
を
構
築
し
て
北
辺
の
防
備
を
強
化
し
た

(
『一二
国
史
記
』
)。
こ

の
様
に
新
羅
は
唐
に
対
し
て
実
際
的
な
支
援
こ
そ
行
わ
な
か

っ
た
が
、
親
唐
を
表

明
し
、
好
意
的
中
立
を
維
持
し
た
。
新
羅
は
、
渤
海
と
日
本
の
連
繋
強
化
や
日
本

の
新
羅
政
策
の
硬
化
等

に
備
え
、
唐
と
の
親
睦
関
係
を
緊
密
化
し
、
辺
防
も
強
化

し
て
有
事
に
備
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章

安
史

の
乱

の
時

の
吐
蕃

の
動
向

(南
詔

・
党
項

の
動
向
も
含
む
)

吐
蕃
は
安
史
の
乱

の
際
、
第
三
勢
力
と
な
り
、
唐
の
弱
体
化
を
好
機
と
し
て
河

西

・
朧
右
を
奪
取
し
、
乱
の
終
息
直
後
に
は
長
安
を
十
五
日
間
も
占
領
し
た
。
吐

蕃
は
南
詔

・
党
項
と
も
連
繋
し
て
唐
を
攻
撃
し
て
お
り
、
本
章

で
は
南
詔
と
党
項

の
動
向
も
併

せ
て
見
る
。
安
史

の
乱
前
後

の
吐
蕃

の
動
向

に
つ
い
て
は

〔年
表

2
〕
、
吐
蕃
軍
の
占
領
地
に

つ
い
て
は

〔地
図
2
〕
に
各

々
ま
と
め
た
の
で
、
参

照
さ
れ
た

い
。

(
一
)
七
世
紀
後
半
～
安
史
の
乱
が
勃
発
す
る
直
前
の
吐
蕃

七
世
紀
初
頭
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
統

一
し
た
吐
蕃
は
、
貞
観
八
年

(六
三
四
)
、
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史 窓

〔年表2〕 吐蕃の動向(安 史の乱の前後)

年号1吐 蕃 軍の攻撃 ・侵攻、唐 の反 撃1唐 ・吐蕃の状況、和睦 交渉

天寳6

(747)

高仙芝が小勃律 を攻略 し、親吐蕃派の小勃律王を捕縛

【唐が小勃律の支配権を掌握】

天實7 唐が青海に神威軍を創設 して吐蕃軍を撃破

天寳8

(749)

6月 唐軍が青海の要塞石塗城(吐 蕃の軍事基地)を 奪
取 【青海で唐軍が優勢となる】

天寳9

(750)

高仙芝が掲師を破 り、親吐蕃の王勃特没を捕縛後、玄宗
が新王擁立 【唐が謁師の支配権を掌握】

天實10

(751)

4月 剣南節度使の鮮干仲通が南詔に大敗

(南詔は吐蕃に支援要請していた)

天寳12

(753)

唐軍が吐蕃を撃破 して洪済 ・大漠門等の城と九曲を奪取。

吐蕃が南詔 と共に眺州を奪取

天賓13

(754)

6月 唐軍10絵万が南詔を攻撃するが、南詔 ・吐蕃連合

軍に大敗
吐蕃王チデ ックツェンが死去

天寳14

(755)
蘇砒が吐蕃から離反 して唐に帰順

11月 「安史 の乱」勃発 。

唐 がチデ ツクツェ ンを弔問

天 寳15

/至徳元

(756)

吐蕃 が、威戎 ・神威 ・定戎 ・宣威 ・制勝 ・金天 ・天成等

の諸軍 、石墨 城 ・百谷城 ・雛案 城 、篤 州 を陥 落 させ る

【吐蕃軍が大規模 に侵攻開始】

6月 吐蕃使節が 「馬鬼の変」で唐軍に殺害される。

8月 吐蕃が援軍派遣を唐に申し出る

至徳2

(757)

10月 吐蕃が西平(郡 州)を 陥落 させ る。 この年 、南詔

が 吐蕃 の命令で嵩州 ・台登 を占領
2月 吐…蕃が援軍派遣を唐に申し出る

758 吐蕃が河源軍を陥落させる

760 吐蕃が廓州を陥落させる

宝応元

(762)
吐蕃 が臨挑 ・秦州 ・成州 ・溜州等 を陥落 させ る

正月 唐と吐蕃が長安で会盟(宝 応会盟)
6月 吐蕃の使者が入朝

広徳元

(763)
10月 吐蕃が長安を占領 3月 李之芳がラサに赴くが、吐蕃はこれを国境で抑留

建 中2

(781)

2月 反側藩鎮 の反乱[李 惟岳 ・魏博の 田悦 ・平盧 の李納 ・山南東道 の梁崇義]

12月 徳 宗が吐蕃 に 「敵 国(対 等)の 礼」 を承認

建 中4

(783)

建中会盟:正 月 唐 と吐蕃が清水で会盟7月 唐 と吐蕃が長安で再度会盟

【徳宗は吐蕃軍による河西 ・朧右の実効支配を承認】

〔地図2〕 吐蕃の襲撃地 ・占領地 ※下線は吐蕃軍が襲撃もしくは占領した都市

遡
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初
め
て
唐
に
朝
貢
し
、
貞
観
十
五
年

(六
四

一
)
に
は
文
成
公
主
が
降
嫁
し
て
唐

と
親
善
関
係
を
築
い
た
。
だ
が
、
唐
が
総
章
元
年

(六
六
八
)
ま
で
高
句
麗
討
滅

戦
に
専
念
し
て
い
る
隙
に
、
吐
蕃
は
積
極
的

に
西
域

へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
こ

の
た
め
七
世
紀
後
半
、
唐
は
西
域
の
覇
権
を
巡

っ
て
吐
蕃
と
争
奪
戦
を
繰
り
返
し

た
が
、
四
度
大
敗
し
た
。
八
世
紀

に
な
る
と
再
興
し
た
突
厭
が
北
辺

の
脅
威
と

な

っ
た
為
、
唐
は
両
面
作
戦
を
回
避
す

る
目
的
で
吐
蕃
と
二
度
会
盟

(神
龍
会

盟

・
開
元
会
盟
)
し
、
公
主
の
降
嫁

や
国
境
劃
定
を
行
う
等
し
て
吐
蕃
に
譲
歩
し
、

(
32
)

西
方
情
勢

の
安
定
化
に
務
め
た
。
し
か
し
、
開
元
二
十
六
年

(七
三
入
)
以
降
、

唐

・
吐
蕃
間
は
再
び
交
戦
状
態
と
な
る
。
唐

は
、
天
實
八
載

(七
四
九
)
、
青
海

の
要
塞
石
墾
城
を
吐
蕃
か
ら
奪
取
す
る
等
し

て
青
海
経
由
で
の
吐
蕃
軍
の
進
撃
を

阻
止
し

(
『旧
唐
書
』
巻

一
九
六
吐
蕃
伝
、

『新
唐
書
』
巻
二

一
六
吐
蕃
伝
、

『資

治
通
鑑
』
巻
二

一
六
)
、
天
寳
六
載

(七
四
七
)
に
小
勃
律

(ギ
ル
ギ

ッ
ト
)、
天

寳
九
載

(七
五
〇
)
に
掲
師

(チ
ト
ラ
ル
)
を
各

々
吐
蕃
か
ら
奪
取
し

(『新
唐

書
』
巻

二
二

一
小
勃
律
伝
、

『資
治
通
鑑
』

巻
二

一
五

・
巻
二

一
六
)、
パ
ミ
ー
ル

(
33
)

を
経
由
す
る
吐
蕃

の
進
撃
路
を
遮
断
し
た

。
こ
の
様
に
唐
が
天
寳
六
載

(七
四

七
)
以
降
、
吐
蕃

の
封
じ
込
め
に
力
を
注

い
だ
為
、
吐
蕃
は
河
西

・
朧
右
に
入
冠

で
き
な
く
な

っ
た
。
青
海

・
パ
ミ
ー
ル
で
進
撃
路
を
断
た
れ
た
吐
蕃
は
、
打
開
策

と
し
て
、
天
寳
十
載

(七
五

一
)
以
降
、
反
唐
に
転
じ

つ
つ
あ

っ
た
南
詔
に
軍
勢

を
派
遣
し
た
。
天
寳
十

一
載

(七
五
二
)
正
月
、
南
詔
は
正
式
に
吐
蕃
に
帰
属
し
、

天
寳
十
二
載

(七
五
三
)
に
は
南
詔

・
吐
蕃
連
合
軍
が
挑
州

(雲
南
省
)
を
奪
取

し
、
天
寳
十
三
載

(七
五
四
)
六
月
に
は
南
詔
に
攻
め
込
ん
だ
唐
軍
十
絵
万
を
南

詔

・
吐
蕃
連
合
軍
が
大
破
し
た
。
そ
れ
で
も
、
天
寳
十
三
載
、
吐
蕃
王
チ
デ
ツ
ク

(34
)

ツ
ェ
ン
が
重
臣
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
玄
宗
は
天
寳
十
四
載

(七
五
五
)
、
崔
光
遠

を
ラ
サ
に
派
遣
し
、
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
を
悼

ん
だ

(『旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
)
。
以
上

の
様
に
、
安
史

の
乱
勃
発
前

の
唐
と
吐
蕃
は
和
戦
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

(
二
)
安
史
の
乱
勃
発
直
後

の
吐
蕃
の
動
向

(
1
)
河
西

・
朧
右

・
剣
南

へ
の
吐
蕃
軍
の
侵
攻
開
始

〔年
表
2
〕
〔地
図
2
〕(35

)

安
史
の
乱
が
勃
発
し
、
唐

の
辺
境
防
備
体
制
が
緩
む
と
、
吐
蕃
は
七
五
六
年

(天
寳
十
五
/
至
徳
元
載
)
よ
り
、
河
西

・
朧
右

・
剣
南

(四
川
)
に
対
し
大
規

模
な
侵
攻
を
開
始
し
た
。
即
ち
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二

一
九
に
よ
れ
ば
、
七
五
六

年

(月
日
は
不
明
)
、
吐
蕃
軍
は
、
青
海
湖
の
東
南
に
あ

る
威
戎

・
神
威

・
定

戎

・
宣
威

・
制
勝

・
金
天

・
天
成
等
の
諸
軍
、
石
塗
城

・
百
谷
城

・
離
彙
城

の
諸

(
36
)

要
塞
を
次
々
に
占
領
し
た
。
同
じ
七
五
六
年

(月
日
は
不
明
)
、
吐
蕃
軍
は
篤
州

(四
川
省
)
を
攻
撃
し
た

(『新
唐
書
』
巻
六
粛
宗
紀
)
。
た
だ
、
篤
州
攻
撃
は
南

(
37
)

詔
と

の
共
同
作
戦
で
あ
り
、
『資
治
通
鑑
』
巻

二

一
八
に
よ
れ
ば
、
南
詔
は
至
徳

元
載

(七
五
六
)
九
月
に
會
同
軍
と
越
嵩
軍
を
撃
破
し
て
い
る
の
で
、
吐
蕃
軍

の

嵩
州
攻
撃
も
同
じ
頃
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吐
蕃
は
ま
た
、
翌
年
の
至
徳

二
載

(七
五
七
)
十
月
、
西
平
郡

(郵
州

・
青
海
省
)
を
占
領
し
た

(
『旧
唐
書
』

粛
宗
紀
)
。

河
西

・
朧
右
の
防
衛
を
担
う
唐
軍
は
、
安
史

の
乱
の
勃
発
後
、
安
禄
山
の
西
進

を
阻
止
す
る
為
に
渥
関
の
防
衛
を
任
さ
れ
た
が
、
天
寳
十
五
載

(七
五
六
)
六
月
、

安
禄
山
に
大
敗
し
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
被

っ
た
。
加
え
て
粛
宗
が
至
徳
元
載
七
月
、

河
西
節
度
副
使
の
李
嗣
業

に
出
兵
を
命
令
し
、
河
西

・
朧
右

の
残
存
兵
力
を
徴
兵

し
た
為
、
同
方
面
の
防
御
力
は
更
に
低
下
し
、
吐
蕃

の
侵
攻
が
阻
止
で
き
な
く

な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

剣
南

(四
川
)
方
面

の
防
備
に
つ
い
て
は
、
唐
は
崔
凹州
を
復
置
し
て
吐
蕃

・
南

詔
連
合
軍
に
対
処
し
た
が
、
吐
蕃
が
至
徳
二
載

(七
五
七
)
、
南
詔
に
命
令
し
て

崔
凹州
を
再
占
領
さ
せ
、
台
登
も
奪
取
さ
せ
た
為
、
剣
南
で
も
唐
は
苦
戦
を
強
い
ら
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窓史

れ
た
。
ま
た
、
吐
蕃
は
至
徳
年
間

の
末

(七
五
七
)
、
党
項
に
対
し
て
も
入
冠
を

命
じ
、
唐

の
西
北
辺
を
襲
撃
さ
せ
た

(『新

唐
書
』
巻
二
二

一
党
項
伝
)。

(2
)
吐
蕃
に
よ
る
二
度

の
援
軍
派
遣

の
申
し
出

吐
蕃
は
、
至
徳
元
載

(七
五
六
)
八
月
、
粛
宗
に
対
し
て
援
軍
の
派
遣
を
申
し

出
た

(
『旧
唐
書
』
粛
宗
紀
)。
ま
た
、
翌
年

の
至
徳
二
載
二
月
に
も
粛
宗
に
遣
使

し
、
唐
を
助
け
て
安
禄
山
を
討
伐
し
た

い
と
申
し
出
た

(
『冊
府
元
亀
』
巻
九
七

三
外
臣
部
助
国
討
伐
)
。
し
か
し
、
唐
は
吐
蕃

の
二
度
の
援
軍
派
遣

の
申
し
出
に

対
し
、

二
度
と
も
援
軍
を
要
請
し
な
か

っ
た
。
唐
が
吐
蕃
に
援
軍
を
要
請
し
な

か

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
記
述
が
な
い
。
た
だ
、
安
史
の
乱
後

の
事
例

で
は
あ
る
が
、
徳
宗
は
朱
批

の
乱
の
時

(七
八
三
～
七
八
四
年
)
、
吐
蕃
に
対
し
、

(
38
)

安
西
四
鎮
と
北
庭
を
割
譲
す
る
事
を
約
し
て
援
軍
を
請
願
し
て
い
る
。
安
史
の
乱

の
際
、
吐
蕃
が
援
軍
派
遣
の
条
件
と
し
て
唐

に
領
土
の
割
譲
を
要
求
し
た
為
、
唐

は
吐
蕃
に
援
軍
を
依
頼
し
な
か

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

(3
)
「馬
鬼

の
変
」
と
唐
軍
に
よ
る
吐
蕃

使
節
殺
害
事
件

天
寳
十
五
載

(七
五
六
)
六
月
の

「馬
鬼

の
変
」
の
時
、
吐
蕃
の
使
節
団
が
唐

軍
に
よ

っ
て
襲
撃
さ
れ
、
全
員
が
殺
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、

『旧
唐

書
』
巻
九
玄
宗
紀

・
巻

一
〇
六
楊
国
忠
伝
、

『新
唐
書
』
巻

二
〇
六
楊
国
忠
伝
、

『資
治
通
鑑
』
巻
二

一
入

・
至
徳
元
載
六
月
丙
申
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
事
件

の
あ
ら
ま
し
を
記
す
。
天
寳
十
五
載
六
月
、
蜀

へ
の
逃
走
を
開
始

し
た
玄
宗

一
行
は
、
馬
鬼
駅
で
休
息
し
た
が
、
付
き
従
う
兵
士
達
は
、
飢
え
と
疲

労
か
ら
楊
国
忠
に
対
す
る
不
満
と
怒
り
を
募
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
時
、
吐
蕃

の
使

節
二
十
絵
人
が
、
駅
門
の
所
で
楊
国
忠
を
遮

っ
て
陳
情
し
た
。
こ
れ
を
見
た
兵
士

達
は

「楊
国
忠
が
吐
蕃
と
共
謀
し
て
謀
反
を
企
ん
で
い
る
」
と
誤
解
し
、
楊
国
忠

を
襲

っ
て
殺
し
、
吐
蕃
使
節
を
も
襲
撃
し
て
全
員
を
殺
害
し
た
。
こ
の
様
に
、
吐

蕃
使
節
の
殺
害
は

「馬
鬼

の
変
」
の
契
機
と
な
る
重
要
事
件
で
あ

っ
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「馬
鬼

の
変
」

の
後
、
殺
さ
れ
た
吐
蕃
使
節

に
関
す
る
記
述
は
全
く

見
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
唐
も
使
節
殺
害
に
関
し
て
吐
蕃
に
謝
罪
し
て
い
な
い
。

馬
鬼
で
の
吐
蕃
使
節
殺
害
事
件
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ

(
39
)

た
が
、
藤
善
真
澄
氏
が
興
味
深
い
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
で
以
下
に
簡
単
に
紹
介

す
る
。
①
馬
鬼

で
殺
さ
れ
た
吐
蕃
の
使
節
団
は
崔
光
遠

の
弔
問
に
対
す
る
返
礼

の

使
節
で
あ
り
、
ラ
サ
か
ら
長
安
に
向
か
う
途
上
、
馬
鬼
で
玄
宗

一
行
と
遭
遇
し
た
。

駅
役
人
が
逃
亡
し
て
い
た
の
で
、
吐
蕃
使
節
は
楊
国
忠
に
陳
情
し
た
と
思
わ
れ
る
。

②
唐
は
使
節
殺
害
の
件
で
吐
蕃
に
報
復
さ
れ
る
事
を
恐
れ
、
吐
蕃
か
ら
の
援
軍
派

遣
の
申
し
出
を
辞
退
し
た
の
で
は
な

い
か
。
③
吐
蕃
は
使
節
殺
害

の
件
を
知
ら
ず

に
七
五
六
年
八
月
、
唐
に
援
軍
の
派
遣
を
申
し
出
た
が
、
こ
の
時
、
初
め
て
使
節

が
殺
害
さ
れ
た
事
を
知
り
、
報
復
と
し
て
唐

へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
の
で
は
な
い

か
。以

上
が
藤
善
氏
の
見
解
で
あ
り
、
筆
者
も
氏
の
論
考
に
賛
同
す
る
。
た
だ
吐
蕃

軍
が
こ
れ
ま
で
唐
の
隙

(高
句
麗
遠
征
や
突
廠
と

の
戦
い
)
に
乗
じ
て
西
域
や
河

西

・
朧
右
に
侵
攻
し
て
き
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
仮
に
馬
鬼
で
の
使
節
殺
害
が
な

か

っ
た
と
し
て
も
、
吐
蕃
軍
が
侵
攻
を
開
始
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

吐
蕃
軍

の
侵
攻
開
始

の
時
期
が
分
か
れ
ば
、
馬
鬼

の
変
と
の
因
果
関
係
が
明
確

に

な
る
か
も
知
れ
な

い
。

(三
)
安
史
の
乱

の
終
息
前
後
の
吐
蕃
の
動
向

〔年
表
2
〕
〔地
図
2
〕

(1
)
宝
応
会
盟
と
吐
蕃
軍
の
河
西

・
朧
右
占
領

七
五
六
年
よ
り
始
ま

っ
た
吐
蕃
軍
の
河
西

・
朧
右
方
面

へ
の
進
撃
は
、
そ
の
後

も
続
き
、
乾

元
元
年

(七
五
八
)
に
河
源
軍

(青
海
省
西
寧
市
)
、
上
元
元
年

(七
六
〇
)
に
廓
州

(青
海
省
)
が
吐
蕃
軍
に
よ

っ
て
各

々
陥
落

さ
せ
ら
れ
た
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安史の乱 における周辺諸国の動 向

(『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
〇

・
巻

二
二

一
)
。
し
か
し
、
唐
は
河
西

・
朧
右
に
派
兵

し
て
吐
蕃
軍
に
反
撃
す
る
事
が
で
き
な
か

っ
た
。
唐
は
安
史
陣
営
と

の
対
戦
に
釘

付
け
で
あ
り
、
吐
蕃
か
ら
占
領
地
を
奪
還
で
き
る
だ
け

の
余
裕
は
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
様
な
吐
蕃
軍

の
絶
え
ざ
る
侵
攻
を
憂
慮
し

て
の
事
と
推
測
さ
れ
る
が
、
粛
宗
は
宝
応
元
年

(七
六
二
)
建
寅
月

(正
月
)
、

吐
蕃
と
会
盟
し
た
。
こ
の
唐

・
吐
蕃
会
盟
を
、
本
稿
で
は
会
盟
が
行
わ
れ
た
年

の

(
40
)

年
号
を
取

っ
て

「宝
応
会
盟
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

粛
宗
が
吐
蕃
と

の
会
盟
に
踏
み
切

っ
た
背
景
に

つ
い
て
は
、
『新
唐
書
』
吐
蕃

伝
に

「使
数
来
請
和
、
帝
難
審
其
謡
、
姑
務
紆
患
、
乃
詔
宰
相
郭
子
儀
、
薫
華
、

斐
遵
慶
等
與
盟
。
〔吐
蕃
は
し
ば
し
ば
唐
に
和
睦
を
請
願
し
た
。
粛
宗
は
吐
蕃

の

和
睦
要
請
が
偽
り
だ
と
悟

っ
て
は
い
た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
簿

い
を
緩
め
た
い

(
41
)

と
考
え
、
郭
子
儀

・
薫
華

・
斐
遵
慶
ら
に
吐
蕃
と
会
盟
さ
せ
た
。〕
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
「
患

(災

い
)
」
と

い
う
の
は
、
安
史
陣
営
と

の
対
戦

(内
憂
)
と
吐
蕃
軍

の
侵
攻

(外
患
)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

宝
応
会
盟
に
つ
い
て
は

『旧
唐
書
』

『新
唐
書
』
吐
蕃
伝
、
『冊
府
元
亀
』
巻
九

入

一
外
臣
部
盟
誓

・
粛
宗
元
年
条
に
僅
か
な
が
ら
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
漢
文

史
料
に
基
づ
き
会
盟
で
行
わ
れ
た
出
来
事
を
ま
と
め
る
と
、
①
唐
と
吐
蕃
が
長
安

の
鴻
臆
寺
で
会
盟
し
た
事
、
②
唐
側
の
出
席
者
は
宰
相

の
郭
子
儀

・
薫
華

・
斐
遵

慶

で
あ

っ
た
事
、
③
会
盟
は
吐
蕃
の
礼
に
従

っ
て
と
り
行
わ
れ
た
事
、
の
三
点
が

分
か
る
。
会
盟

で
定
ま

っ
た
条
項
は
不
明
で
あ
る
が
、
唐
が
吐
蕃

の
礼
に
則

っ
て

儀
式
を
と
り
行

っ
た
点
か
ら
唐
が
吐
蕃
に
譲
歩
し
た
事
が
窺
え
る
。
佐
藤
長
氏
は

チ
ベ
ッ
ト
語
史
料

(ポ
タ
ラ
碑
文
)
も
活
用
し
、
宝
応

の
会
盟
の
時
、
唐
が
歳
賜

(
24
)

(絹
)
を
吐
蕃
に
約
束
し
た
と
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
歳
賜
に
つ
い
て
は
チ
ベ
ッ

ト
語
史
料

(ポ
タ
ラ
碑
文
、
敦
焼
年
代
記
)

に
更
に
記
載
が
あ
り
、
粛
宗
の
崩
御

(
43
)

に
よ
り
結
局
吐
蕃
に
渡
さ
れ
な
か

っ
た
。

宝
応
会
盟
と
同
じ
年

(宝
応
元
年

"
七
六
二
)、
月
日
は
不
明
だ
が
、
吐
蕃
が

臨
挑

・
秦
州

・
成
州

・
滑
州

(以
上
甘
粛
省
)
を
奪
取
し
て
い
る

(
『旧
唐
書
』

吐
蕃
伝
)
。
佐
藤
氏
は
、
吐
蕃

の
攻
撃
は
会
盟
締
結
後
で
あ
り
、
唐
が
約
束
の
歳

(
必
)

賜
を
吐
蕃
に
与
え
な
か

っ
た
事
が
進
撃
の
口
実
に
さ
れ
た
と
論
考
し
て
い
る
。

以
上
の
様
に
、
宝
応
会
盟
は
吐
蕃
軍
の
東
進
の
歯
止
め
と
は
な
ら
ず
、
吐
蕃
は

宝
応
会
盟
の
翌
年

(広
徳
元
年

"
七
六
三
)
七
月
に
は
河
西

・
朧
右
を
尽
く
占
拠

し

(
『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
三
)
、
十
月
に
は
遂
に
長
安
を
占
領
す
る
。

(2
)
吐
蕃

の
長
安
占
領

広
徳
元
年

(七
六
三
)
正
月
、
史
朝
義

の
自
殺
に
よ

っ
て
、
七
年
余

に
及
ん
だ

安
史

の
乱
が
終
息
し
た
。
し
か
し
、
唐
が
安
史
の
乱
の
鎮
定
に
専
念
し
て
い
る
隙

に
吐
蕃
が
唐
の
西
北
領
土
を
侵
食
し
、
安
史
の
乱
が
終
息
し
て
か
ら
六
ヶ
月
後

の

広
徳
元
年
七
月
、
河
西

・
朧
右
を
尽
く
占
領
し
た
。
吐
蕃
軍
は
党
項

・
吐
谷
渾

・

民

・
莞
な
ど

の
諸
族
も
従
え
、
二
十
絵
万

の
軍
勢
で
、
十
月
に
は
淫
州

(甘
粛

省
)
・
奉
天

・
武
功

(以
上
陳
西
省
)
な
ど
に
侵
攻
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
唐
側

は
、
宙
官
の
程
元
振
が
緊
急
事
態
を
上
奏
せ
ず
、
淫
州
刺
史
が
吐
蕃
軍
に
降
伏
し

て
先
導
と
な
る
な
ど
不
手
際
が
続
い
た
為
、
吐
蕃
軍
は
迅
速
に
進
撃
を
続
け
、
長

安
に
迫

る
勢

い
を
見
せ
た
。
代
宗
が
驚
愕
し
て
陳
州

(河
南
省
)
に
逃
亡
す
る
と
、

吐
蕃
軍
は
長
安
を
占
領
し
、
広
武
王
承
宏
を
皇
帝
に
推
戴
し
た
。
広
武
王
承
宏
は
、

先
代

の
吐
蕃
王
チ
デ
ツ
ク
ツ
ェ
ン
の
妻
金
城
公
主
の
弟
で
あ
り
、
先
王
の
義
弟
と

い
う
理
由
で
吐
蕃
軍
は
偲
偲
に
推
戴
し
た
と
思
わ
れ
る
。
吐
蕃
軍
は
皇
帝
推
戴
後
、

翰
林
学
士
の
干
可
封
や
窪
壊

(崔
壊
)
を
宰
相
に
任
命
し
、
百
官
を
設
置
し
て
改

元
し
た
。
ま
た
、
吐
蕃
軍
が
府
庫

・
市
里
を
略
奪
し
て
閾
舎
を
焼

い
た
為
、
長
安

中
が
瀟
然
と
し
た

(
『旧
唐
書
』
吐
蕃
伝
、
『新
唐
書
』
巻
入

一
広
武
王
承
宏
伝
、
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窓史

『資
治
通
鑑
』
巻
二
二
三
)
。

こ
の
後
、
唐
が
反
撃
体
制
を
整
え
て
長
安

の
吐
蕃
軍
を
包
囲
し
、
吐
蕃
軍
は
占

領
し
て
か
ら
十
五
日
目
に
長
安
を
撤
退
し
た
。
だ
が
、
吐
蕃
軍
に
よ
る
河
西

・
朧

右
の
占
拠
は
依
然
と
し
て
続
き
、
唐
は
安
史

の
乱
終
息
後
も
同
地
を
奪
還
で
き
な

か

っ
た
。
代
宗
は
長
安

の
西
北
に
邪
寧

・
鳳
翔

・
郵
坊

・
淫
原
等

の
節
度
使
を
新

た
に
設
置
し
、
防
秋
兵
を
関
東

(関
内
道
と
朧
右
道
以
外
)
か
ら
徴
集
し
て
吐
蕃

の
入
冠
に
備
え
た
が
、
徳
宗
の
時
代
、
唐
は
相
次
ぐ
藩
鎮
の
乱
に
苦
慮
し
、
建
中

四
年

(七
入
三
)
、
吐
蕃
と
会
盟

(建
中

会
盟
)
を
締
結
し
、
吐
蕃
に
よ
る
河

(
45
)

西

・
朧
右

の
実
効
支
配
を
正
式
に
承
認
し
て
同
地
を
放
棄
す
る
。

お

わ

り

に

最
後
に
、
安
史
の
乱
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃

の
外
交
姿
勢

の
相
違
に
つ
い

て
簡
単
な
考
察
を
加
え
た
後
、
乱
後

の
国
際
情
勢
を
概
観
し
な
が
ら
、
本
稿
を
締

め
括
り
た
い
と
思
う
。

八
世
紀
前
半
の
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
は
大
ま
か
に
は
、
唐
を
中
心
と
し
て
、
西
方

に
吐
蕃
、
北
方
に
突
厭
が
勢
力
を
有
す
る
非
対
称
な
三
国
鼎
立

の
形
勢
で
あ

っ
た
。

唐
は
二
正
面
作
戦
を
避
け
る
為
、
武
力

の
行
使
の
み
な
ら
ず
巧
み
な
外
交
に
よ

っ

て
吐
蕃
と
突
厭
に
対
処
し
た
。
唐
の
外
交
戦
略
は

一
定

の
成
果
を
収
め
、
七
四
四

年

に
は
突
厭
が
滅
亡
し
、
七
四
七
～
七
四
九
年
に
は
、
吐
蕃
の
勢
力
も
大
き
く
後

退
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
か
ら
王
朝
内

の
政
争
に
連
動
し
た
形

で
戦
線
が
拡

大
し
、
七
五

一
年
に
は
南
方

の
南
詔
、
北
方

の
契
丹
、
西
方
の
大
食

に
各
々
大
敗

し
、
対
外
政
策
に
破
綻
を
生
じ
た
状
態
で
安
史
の
乱

へ
と
至

っ
て
い
る
。

安
史
の
乱
の
際
に
は
、
多
く
の
東
部

ユ
ー

ラ
シ
ア
の
国
々
が
様

々
な
形
で
参
与

し
た
。
そ
れ
ら
諸
国
の
中
で
も
ウ
イ
グ
ル
と
吐
蕃
は
安
史
の
乱
を
契
機
に
大
き
く

勢
力
を
拡
大
し
た
が
、
こ
の
二
国
の
唐
に
対
す
る
外
交
姿
勢
は
対
照
的
で
あ

っ
た
。

ウ
イ
グ
ル
は
、
乱
に
苦
し
む
唐
を
強
力
に
支
援
し
、
そ
の
結
果
、
唐
か
ら
可
汗
と

し
て
冊
立
さ
れ
、
唐

の
公
主
も
降
嫁
し
、
褒
賞
と
し
て
大
量

の
絹
も
得
て
、
国
力

が
大
き
く
増
強
し
た
。

一
方
、
吐
蕃
は
唐
の
混
乱
に
乗
じ
て
唐

の
西
方
領
土
に
侵

攻
し
占
領
し
た
。

ウ
イ
グ
ル
は
七
四
四
年
に
建
国
し
た
ば
か
り

の
新
興
国
で
あ
り
、
建
国
以
来

一

度
も
入
冠
せ
ず
毎
年

の
様
に
唐
に
朝
貢
す
る
等
、
唐
と
の
親
善
外
交
を
維
持
し
て

き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
吐
蕃
は
、
既
に
百
年
近
く
唐
と

の
問
で
和
戦
を
繰
り
返

し
、
唐
が
対
外
戦
争
に
専
念
し
て
い
る
隙
に
侵
攻
し
て
は
領
土
の
拡
張
や
東
西
交

易
路

の
奪
取
を
試
み
て
き
た
。
こ
う
し
た
両
国
の
対
唐
政
策

の
違
い
が
、
乱
の
際

の
両
国
の
外
交
姿
勢

の
違
い
に
繋
が

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
新
興
の
遊
牧
国
家
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル
は
、
土
地

(領
土
)
に
対
す
る
執

着
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
北
方
の
遊
牧
諸
族
に
対
す
る
権
威
付
け
を
欲
し
て
い
た
。

北
方

の
支
配
が
固
ま

っ
て
い
な
い
状
況
下
で
は
、
長
期
に
亘

っ
て
君
臨
し
た
正
統

な
中
華
王
朝
で
あ
る
唐
か
ら
の
官
職
授
与
や
冊
立
、
公
主
の
降
嫁
は
、
充
分
に
魅

力
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
ウ
イ
グ
ル
が
唐
を
支
援
す
る
動
…機
の

一
つ
に
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
、
吐
蕃
は
、
農
耕
牧
畜
を
生
産
基
盤
と
す
る
領
土
国
家
で
あ
り
、

領
土
的
野
心
が
非
常
に
強
く
、
実
際
、
七
世
紀
後
半
以
降
、
幾
度
も
唐
と
本
格
的

な
戦
争
を
行

い
、
唐

の
西
方
辺
境

へ
の
侵
攻
を
繰
り
返
し
、
要
塞
を
築
く
等
そ
の

地
の
占
領
を
試
み
て
き
た
。
吐
蕃
に
と

っ
て
は
、
安
史
の
乱
は
領
土
拡
大

の
絶
好

の
機
会
で
あ

っ
た
。

安
史

の
乱
の
終
息
後
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
構
図
は
大
き
く
変
貌
し
、
西
の
吐

蕃
、
北
の
ウ
イ
グ
ル
が
強
大
化
し
て
唐

・
吐
蕃

・
ウ
イ
グ
ル
の
三
国
が
鼎
立
す
る

形
勢
と
な
り
、
そ
れ
が
流
動
的
に

一
世
紀
近
く
も
続
く
。
吐
蕃
は
乱
後
も
河
西

・
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安史の乱 にお ける周辺諸国の動向

朧
右
を
占
領
し
続
け
、
ウ
イ
グ
ル
も
安
史

の
乱
の
際

の
功
を
誇

っ
て
高
圧
的
に
な

り
、
い
ず
れ
も
唐
の
脅
威
と
な

っ
た
。
乱
後

の
唐
は
国
内

に
も
反
側
藩
鎮
を
抱
え

内
憂
に
も
苦
慮
し
た
が
、
こ
れ
に
外
交
的
要
素
が
複
雑

に
絡
ま

っ
て
い
く
。
七
八

一
年
二
月
、
河
北
の
反
側
藩
鎮
は
唐
の
財
政
再
建
と
削
藩
政
策
に
反
発
し
、
連
合

し
て
蜂
起
し
唐

に
反
抗
し
た
が
、
そ
の
際
、

ウ
イ
グ
ル
は
反
側
藩
鎮
の
側
に
援
軍

を
送

っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
西
方

へ
の
対
処
と
し
て
徳
宗
は
吐
蕃
と
和
睦
し
、

七
八

一
年
十
二
月
、
吐
蕃

に
敵
国

(対
等

)

の
礼
を
認
め
、
七
八
三
年

(建
中

四
)
に
は
建
中
会
盟
を
結
ん
で
吐
蕃
に
よ
る
河
西

・
朧
右
の
領
有
も
正
式
に
承
認

し
た
。
し
か
し
藩
鎮
の
乱
は
連
鎖
的
に
拡
大
し
、
七
八
三
～
七
八
四
年
、
朱
疵
が

蜂
起
し
て
長
安
を
占
領
し
た
為
、
徳
宗
は
吐
蕃
に
対
し
、
領
土
の
割
譲
等
を
条
件

に
援
軍
を
請
願
し
た
。
吐
蕃
は
援
軍
派
遣
を
承
諾
す
る
が
、
朱
混
の
賄
賂
を
受
け

て
撤
兵
し
、
七
八
七
年

の
平
涼
偽
盟
で
は
唐

の
使
者
を
捕
縛
し
た
。
吐
蕃

の
こ
う

し
た
背
信
行
為
等
が
原
因
で
、
唐

・
吐
蕃
問

の
対
立
は
決
定
的
と
な
り
、
唐
は
吐

蕃
牽
制

の
為
に
ウ
イ
グ
ル
と
の
親
善
強
化
を
試
み
る
。
安
史

の
乱
後

の
ウ
イ
グ
ル

は
、
時
に
は
長
安
で
暴
力
事
件
を
起
こ
し
、

河
北
三
鎮
を
支
援
し
て
唐
を
苦
し
め

る
事
も
あ

っ
た
が
、
唐
に
と

っ
て
は
外
交
と
経
済
の
面
で
重
要
な
隣
国
で
あ

っ
た
。

ウ
イ
グ
ル
は
唐
と
の
絹
馬
交
易
を
重
視
し
、
唐
も
ま
た
、
朧
右
に
あ

っ
た
良
質
な

牧
馬

・
監
牧
を
吐
蕃
に
奪
わ
れ
馬
不
足
に
陥

っ
て
い
た
為
、
軍
事
的
に
も
ウ
イ
グ

ル
の
馬
が
必
要
で
あ

っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
は
、
東
西
交
易
路
の
要
衝
北
庭
の
領
有
を

巡

っ
て
吐
蕃
と
対
立
し
て
お
り
、
反
吐
蕃
と

い
う
点
で
唐
と
は
外
交
上
の
利
害
が

一
致
し
た
為
、
徳
宗
は
七
八
八
年
、
ウ
イ
グ

ル
に
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
可
汗
と

の

親
睦
を
強
化
し
た
。
唐
は
ま
た
、
吐
蕃

の
圧
政
に
対
し
て
反
感
を
抱
き
始
め
た
南

詔
も
懐
柔
し
、
七
九
四
年
、
南
詔
と
会
盟
し
、
唐

・
ウ
イ
グ
ル

・
南
詔
は
連
繋
し

(46
)

て
吐
蕃
包
囲
網
を
形
成
す
る
。

こ
の
様
に
、
安
史
の
乱
後

の
唐
は
内
憂
外
患
に
対
応
す
る
為
に
再
び
外
交
を
重

視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
対
外
勢
力

へ
の
依
存
度
は
、
よ
り
強
く
な
り
、
唐
は

支
援
を
得
る
為
、
対
外
勢
力
に
対
し
て
大
き
く
譲
歩
す
る
事
も
辞
さ
な
く
な

っ
た
。

ま
た
、
反
側
藩
鎮
は
唐
に
反
抗
す
る
為
に
対
外
勢
力
と
、
ウ
イ
グ
ル

・
南
詔
は
吐

蕃
に
対
抗
す
る
為
に
唐
と

の
連
繋
を
各

々
試
み
た
。
こ
の
為
、
乱
後

の
国
際
情
勢

は
、
よ
り
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。

本
稿
で
見
て
き
た
様
に
、
安
史
の
乱
は
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
国
の
多
く
が
参
与

し
た
世
界
史
上
の
大
乱
で
あ

っ
た
。
中
国
王
朝
の
内
乱
に
お

い
て
周
辺
諸
国
が
介

入
し
、
正
統
な
中
国
王
朝
を
支
援
し
て
そ
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
例
は
極
め

て
稀
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
安
史

の
乱
は
中
国
史
上
で
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な

大
乱
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
中
国
史
上
、
こ
の
大
乱
が
転
換
点
と
な

っ
て
、
そ
れ

以
後
、
宋

・
元

・
明

・
清
と
周
辺
諸
民
族
が
強
勢
と
な
り
漢
民
族
を
圧
迫
す
る
構

図

へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

註(
1
)

E

・
G

・
プ

ー
リ

イ
ブ

ラ

ン
ク

「
安

禄
山

の
叛

乱

の
政
治

的
背

景

」

(
『
東
洋

学

報

』

三

五
巻

二
号

、

一
九

五

二
)
、

同

「
安

禄

山

の
叛

乱

の
政

治

的

背

景

(下
)
」

『東

洋
学
報

』

三

五
巻

三

・
四
号

、

一
九

五

三
)
、

谷
川

道
雄

「
安

史

の

乱

の
性

格

に

つ

い
て
」

(
『名

古

屋
大
学

文
学

部

研
究

論
集
』

八

号
、
史

学

三
、

一
九

五
四
)
、
藤
善

真

澄

『
安
禄

山
』

(人
物

往

来
社

、

一
九
六

六
。

二
〇

〇

〇

年

に
中
公
文

庫

よ
り

再
版

)
。

(
2
)

佐

藤

長

『古

代

チ

ベ

ッ
ト
史

研
究

』

下

(東
洋

史

研
究

会

、

一
九

五
九

)
、

森

安

孝
夫

「
ウ
イ

グ

ル
か

ら
見

た
安

史

の
乱
」

(
『内

陸

ア
ジ

ア
言
語

の
研

究
』

一
七

号

、

二
〇

〇

二
)
、

古
畑

徹

「
渤

海

王
大

欽

茂

の

「
国

王
」

進
爵

と

第

六

次
渤

海
使
-

渤

海
使

王
新

福

に
よ

る
安
史

の
乱

情
報

の
検

討
を

中
心

に
L

(
『集

刊
東

洋
学
』

一
〇

〇
号
、

二

〇
〇

八
)
。

(
3
)

森

安
孝

夫

『
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
と
唐

帝

国
』

(
講
談

社
、

二
〇

〇
七

)
、
森

部
豊

23



窓史

『
ソ
グ

ド
人

の
東
方
活

動

と
東

ユ
ー
ラ

シ

ア
世

界

の
歴
史
的

展

開
』

(関
西

大
学

出
版

部

、

二
〇

一
〇
)
。

(
4
)

森

安

(2
)
論

文

=

二
〇
～

一
三

一
頁
。

(
5
)

拙

稿

「
安
史

の
乱

直
前

の
唐

の
外

征
及

び
対

外
政
策

ー

七

五

一
年

の
三

つ
の

大
敗

に
象

徴

さ
れ

る
唐

の
内
政

・
外

政

の
異
常

化

の
様

相

」

(
『
京
都
女

子
大

学

大
学

院
文

学
研

究
科

研
究

紀
要

・
史

学
編
』

一
〇
号

、

二
〇

一

一
)
参

照

。

(
6
)

羽
田
亨

「
唐

代

回
鵤
史

の
研

究
」

(
『
羽
田
博

士
史
学

論
文

集
』

上
巻

・
歴
史

篇
、

東
洋

史
研

究
会

、

一
九

五
七
)
、
森
安

(
3
)
文
献

。

(
7
)

林

俊
雄

「
ウ
イ

グ

ル
の
対
唐

政
策

」

(
『創

価
大

学
人

文
論

集
』

四
号

、

一
九

九

二
)
。
例

え
ば

、

『
冊
府

元
亀
』

巻
九

七

一
外

臣
部
朝

貢

四

に
よ
れ
ば

、

ウ
イ

グ

ル
は

、

天
寳

十

載

(
七

五

一
)
、

天
寳

十

一
載

(七

五

二
)
、

天
寳

十

三

載

(七

五
四
)

に
唐

に
朝

貢
し

て

い
る
。

(8
)

『旧

唐
書
』

で
は
砒

伽
閾

可
汗

、

『新

唐
書
』

で
は
葛

勒
可

汗

・
磨
延

畷
と
表

記
さ

れ

て

い
る

。

(9
)

『旧
唐

書
』

で
は
登

里
可
汗

、

『
新
唐

書
』

で
は
牟

羽

可
汗

・
移

地
健

と
表

記

さ
れ

て

い
る
。

(10
)

森
安

孝
夫

・
鈴

木
宏

節

・
齊
藤

茂
雄

・
田
村
健

・
白

玉
冬

「
シ
ネ

ウ

ス
碑
文

訳

注

」

(
『内

陸

ア
ジ

ア
言

語

の
研

究
』

二
四
号

、

二
〇

〇
九

)
、
羽

田

(6
)
論

文

一
九

八

～

二
〇
〇
頁

参

照
。

(11
)

至
徳

二
載

(
七
五
七

)

二
月
、

粛
宗

が
鳳

翔

で
諸
軍

と
合

流

し
た
時

、
李

泌

は
先

に
萢
陽

を
奪

取
す

べ
き

と
進

言

し
た
が

、
粛
宗

は

両
京

を
先

に
奪

還
す

べ

し
と
主

張

し
た

(
『資
治

通
鑑

』
巻

二

一
九
)
。

(12
)

『新
唐

書
』

干
關

伝

に

つ

い
て
は
小
谷

仲
男

・
菅

沼
愛

語

「
『新
唐

書
』

西
域

伝

訳

注

(
一
)
」

(「
『京

都
女

子

大

学

大
学

院

文

学
研

究

科

研
究

紀

要

・
史

学

編
』

九

号
、

二

〇

一
〇

)

一
二

一
～

一
二
四

頁
。

(
13
)

粛

宗

の
行

在

は
時
期

に
よ

っ
て
異
な

る

。

『
旧
唐

書
』

巻

十
粛

宗
紀

に
よ

れ

ば

、
粛

宗
は

至
徳

元
載

(七

五
六

)
七
月

、
霊

武

で
即
位

し

、
九
月

戊

辰
、
彰

原

に
移

動
し

た
。

至
徳

二
載

(七

五
七
)

正

月
甲
子

、
保

定

郡

(甘

粛
省

)

に

移

り
、

二
月

戊
子

、
鳳

翔

(陳

西
省

)

に
移
動

し

て

い
る
。

(
14
)

『
旧
唐

書
』

粛
宗

紀

、

『
冊
府

元
亀

』

巻
九

七

三
外

臣
部

助

国
討

伐

、

『資

治

通
鑑

』
巻

二

一
九

で
は
兵

力

や
戦
場
等

が

異
な

る
が

、
本

稿

は

『旧

唐
書
』

郭

子

儀
伝

に
従

う
。

森
安

(2

)
論
文

=
二
〇
～

=
一二

頁
参

照

。

(
15
)

長
沢

恵

「
中
国

古
代

の
和

蕃
公
主

に

つ
い
て
」

(
『海
南

史
学

』

二

一
号

、

一

・

九

八

三
)
、
藤

野

月
子

「
唐
代

の
和
蕃
公

主
を

め
ぐ

る
諸

問
題

に

つ
い
て
」

『九

州

大
学

東
洋

史
論

集
』

三
四

号
、

二
〇

〇
六
)
。

(
16
)

唐

・
ウ
イ

グ

ル
間

の
絹

馬

交

易

に

つ

い

て
は

、

林

(
7
)
論

文

、

斎

藤

勝

「唐

・
回
鵤
絹

馬
交

易
再

考
」

(
『史

学
雑

誌
』

一
〇
八
巻

一
〇

号
、

一
九

九
九

)

等

を
参

照
。

(
17
)

『新
唐

書
』

吐
火

羅
伝

に

つ
い
て
は
、

小
谷

仲
男

・
菅

沼
愛

語

「
『新
唐

書
』

西

域
伝

訳

注

(
二
)
」

(
『京

都
女

子

大

学
大

学

院
文

学
研

究
科

研

究
紀

要

・
史

学

編
…』

一
〇
口写
、

二

〇

一
一
)

一
⊥ハ
一
頁
。

(
18
)

『旧
唐

書
』

廻
乾

伝

に

「
宝

応

元
年
、

代
宗

初
即

位
、

以
史
朝

義
尚

在

河
洛

、

遣

中
使

劉
清

潭
徴

兵
於
廻

乾

、
又
修

旧
好

。
其

秋

、
清
潭

入
廻

乾
庭

、
　

乾

已

為

史
朝

義
所
誘

、

云
唐
家

天

子
頻
有

大
喪

、

国
乱
無

主

、
請

冤
兵
来

珂
府

庫
。

可

汗
乃

領
衆

而
南

。
」
と

あ

る
。

(
19
)

『続

日
本
紀

』
巻

二
四

・
天

平
宝

字

七
年

正

月
庚
申

条

に

、
渤
海

(
高

麗
)

大
使
王
新
福
の
報
告
と
し
て
、
ー

…
史
家
朝
儀
、
称
聖
武
皇
帝
、
性
有
仁
恕
、
人
物
多
附
、
兵
鋒
甚
強
、
無
敢

当者。ー

御

し
、

広
平

王
が

摂

を
務

め

て

い
る
。

…
…
史
家

の
朝

義

は
聖
武

皇
帝

を
称

し

、

性
質

は
寛

仁
宥

恕

で
多

く

の
も

の
が
付

き
従

い
、
兵
力

は
強

く

、
敵
対

す

る
者

は

い
な

い
。
〕
L

と
見
え

る
。
古
畑

(
2
)
論
文

は

、

こ

の
情
報

が

、
史
朝

義

が
ウ

イ

グ

ル
に
も
た

ら

し
た
情

報
と

同
じ

で
あ

る
点

、
史
朝

義

の
優
勢

を
語

っ
て

い

る
点

か
ら

、
史
朝

義

が
渤

海

に
伝

え

た
情
報

で
あ

ろ
う

と
考

察

し

て

い
る
。

(
20
)

例
え

ば

、
宝

応
元
年

、
史

朝
義

と

の
対
戦

前

、
右
金

吾
大

将

軍

の
長

孫
全

緒

が
代

宗

に
対

し

、
「
回

維
短

於
攻

城
、

持
久
勢

且

沮
。

(ウ
イ

グ

ル
は
攻

城
戦

が

苦

手

な

の
で
持
久

戦

に
な

る
と
勢

い
が
挫

か
れ
ま

す
。
)
」
と

進
言

し
た

為
、
唐

は
短
期

戦

で
史
朝

義

に
挑

ん
だ

(
『新
唐

書
』

巻

二

二
五
史
朝

義
伝

)
。

(21
)

フ

ェ
ル
ガ

ナ
は
天

寳

三
載

(七

四

四
)
、
玄

宗

に
よ

り

国
名
を

寧

遠

に
改

め

ら
れ

た
。

『新

唐
書

』
寧

遠
伝

に

つ
い
て
は
小

谷

・
菅
沼

(
17
)
論
文

一
五
八
頁

。

(22
)

『
新
唐

書
』

大

食
伝

に

つ

い
て
は
小

谷

・
菅

沼

(17
)
論
文

一
八

一
～

一
八

四

頁

。
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安史の乱における周辺諸国の動 向

(23
)

稲
葉

穣

「
安
史

の
乱

時

に
入
唐

し

た

ア
ラ
ブ
兵

に

つ
い
て
」

(
『国
際

文
化

研

究

』

五
号

、

二
〇
〇

一
)
。

(
24
)

藤

澤

義
美

『
西
南

中

国
民

族
史

の
研
究
-

南

詔

国

の
史

的
研

究
』

(
東
京

・

大

安

、

一
九

六
九

)
、
大

原
良

通

『王

権

の
確

立
と

授
受

ー

唐

・
古

代

チ

ベ

ッ

ト
帝

国

(吐
蕃

)
・
南

詔

国
を

中
心

と

し

て
』

(汲

古
書

院

、

二
〇

〇

三
)
、

林

謙

一
郎

「南

詔

王
権

の
確
立

・
変

質
と

唐

・
吐
蕃

関
係

」

(
『唐
代

史
研

究
』

一

二
号

、

二
〇
〇
九

)
参

照

。

(25
)

プ

ー

リ
ィ
ブ

ラ

ン
ク

(
1
)
論
文

(
下
)

一
四

二
頁

。

(26
)

注

(24
)
参

照

。

(27
)

『新

唐
書
』

党

項
伝

に

つ
い
て
は
、

小
谷

・
菅

沼

(
12
)
論

文
八

五
～

九

二
頁
。

(28
)

日

野
開

三
郎

「
安
史

の
乱

に
よ
る
唐

の
東

北
政

策

の
後
退

と
渤

海

の
小
高
句

麗
国
占

領
」

(
『東

洋
史

学
論

集
』

第

八
巻
、

三

一
書
房

、

一
九

八
四
)
。

(29
)

古
畑

(
2
)
論
文

。

(30
)

日
本

の
新

羅
征

討
計

画

に

つ

い
て
は
、
和

田

軍

一

「
淳
仁

朝

に
於
け

る
新

羅

征

討

計

画

に

つ

い

て

(
第

一
回

・
第

二

回

)
」

(
『史

学

雑

誌

』

三

五

巻

一
〇

号

・

一
一
号

、

一
九

二

四
)
、

石
井

正
敏

「
初
期

日
渤
交

渉

に

お
け

る

一
問

題

-

新
羅

征
討

計
画

中
止

と

の
関
連

を
め

ぐ

っ
て
l

」

(
『史

学

論
集

対
外

関

係

と

政
治

文
化
』

一
、
吉

川
弘
文

館

、

一
九

七

四
。

『日
本

渤
海

関
係

史

の
研
究
』

吉

川

弘
文

館

、

二
〇

〇

一
年

に
再
録

)
、
酒

寄
雅

志

「
八
世
紀

に
お

け

る
日
本

の
外
交

と

東

ア
ジ

ア
の
情
勢

」

(
『
国
史

学
』

一
〇

三
号

、

一
九

七
七

。

『渤
海

と

古
代

の
日
本

』

校
倉

書

房
、

二
〇
〇

一
年

に
再
録

)
、
河
内

春

人

「
東

ア
ジ

ア
に
お

け

る
安

史

の
乱

の
影
響

と
新

羅
征

討
計

画

」

(
『
日
本

歴
史
』

五

六

一
号

、

一
九
九

五
)
参

照

。

(
31
)

安
史

の
乱

の
際

の
新

羅

は

『三

国

史

記
』

新

羅
本

紀

九

・
景
徳

王

十

五
年

(七

五
六

)
～

二
十

二
年

(七

六

三
)

〔井

上
秀

雄
訳

注

『三

国
史
記

』

一
巻
、

平

凡
社

、

一
九

八
九

年

、

二
九

七

～
三

〇

一
頁

〕
参

照
。

(
32
)

七
世
紀

～

八
世
紀

前
半

の
吐

蕃

に

つ

い
て
は
佐
藤

長

『古
代

チ

ベ

ッ
ト
史
研

究
』

上

(東

洋

史

研
究
会

、

一
九

五
八

)
、
森

安

孝
夫

「
吐
蕃

の
中
央

ア
ジ

ア

進
出

」

(
『金

沢

大
学

文

学
部

論

集

・
史
学

科

篇
』

四
号
、

一
九

八
四

)
、

菅
沼

愛

語

・
菅

沼

秀
夫

「
七

世
紀
後

半

の

「唐

・
吐

蕃

戦
争
」

と
東

部

ユ
ー

ラ

シ
ア

諸

国

の
自

立

へ
の
動
き

L

(
『史

窓
』

六

六
号

、

二

〇
〇
九

)
。
拙

稿

「
入
世
紀

前
半

の
唐

・
突

厭

・
吐
蕃

を

中
心
と

す

る
国

際
情

勢
L

(
『史

窓
』

六
七

号
、

二

〇

一
〇

)
、

「唐

・
吐

蕃
会

盟

の
歴
史

的
背

景

と

そ

の
意

義
-
安

史

の
乱

以
前

の

二
度

の
会
盟

を
中

心

に
」

(
『
日
本

西
蔵

学
会

々
報
』

五
六
号

、

二
〇

一
〇
)
参

照

。

(
33
)
.
佐

藤

(32
)
論

文

、
森
安

(
32
)
論
文

、

拙
稿

(
5
)
論
文

五
七

～

五
九
頁

を
参

照
。

『新

唐
書
』

小

勃
律

伝

は
小
谷

・
菅

沼

(17
)
論

文

一
五
九

～

一
六

〇
頁
参

照

。

(
34
)

佐

藤

(2
)
論

文

五
〇

三
～

五
〇

七
頁

。

(
35
)

『資

治

通
鑑

』

で
は

至
徳

元

載
と

書

か

れ

て

い
る
が

、

こ
れ

は
改

元
後

の
七

月

以
降

を

表
す

と

は
限

ら

な

い
。
と

い
う

の
も

、

『資
治

通

鑑
』

は

七

五
六

年

を
全

て
至
徳

元
載
と

記

し

て

い
る
か
ら

で
あ

る
。

(
36
)

佐

藤

長

『
チ

ベ

ッ
ト

歴
史

地
理

研
究
』

(岩

波
書

店

、

一
九

七

八
)
。

(
37
)

藤

澤

(24
)
論

文

三
〇

〇
～

三
〇

一
頁

、
五

五
九

頁
。

(
38
)

拙

稿

「
徳
宗

時
代

の
三

つ
の
唐

・
吐
蕃

会

盟

(建
中

会
盟

・
奉

天
盟

書

・
平

涼
偽

盟

)
ー

安

史

の
乱
後

の
内

治

の
た

め

の
外
交

」

(
『
史
窓
』

六

八
号

、

二
〇

=

)
。

(
39
)

藤
善

真

澄

『安

禄
山

と

楊
貴

妃
-

安

史

の
乱

始
末

記
』

(
清
水

書

院

、

一
九

八

八
)

一
七

五
～

一
七

六
頁

、

一
八
三

～

一
八

四
頁
。

(
40
)

粛

宗

は
、

七
六

一
年

(上

元

二
)
九

月
か

ら
七

六

二
年

四
月
ま

で
年

号
を

使

用

し

な

か

っ
た

為

、
会

盟

の
行

わ

れ
た

七

六

二
年

正

月

の
時
点

で
年

号

は

な

か

っ
た

。

こ

の
為

、
会
盟

の
行

わ

れ
た
年

月

を

『
旧
唐

書
』

吐
蕃

伝

は

「
粛

宗

元
年

建

寅
月

甲
辰

」
、

『
冊
府

元
亀
』

巻

九

八

一
盟

誓
は

「
粛
宗

元

年
建

寅
月

」

と

記
し

て

い
る
。
宝

応
と

改

元
さ

れ
た

の
は

七
六

二
年

四
月

で
あ

る
が

、
本

稿

で
は
便
宜

上

、
七

六

二
年

正

月

に
行

わ

れ
た
会

盟

を
宝

応
会

盟
と

称
す

る
。

(
41
)

佐

藤

長

「吐

蕃
伝

訳
注

」

(
『騎
馬

民
族

史

3
1

正
史

北
狭
伝

』

平
凡

社
、

一

九

八
八

)

二
四
六

頁
も
参

照

。

(
42
)

佐

藤

(2
)
論

文

五

二
四
～

五

二
五
頁

。
佐

藤
氏

は
ポ

タ

ラ
碑

文

の
該
当

箇

所

を

「
シ
ナ
君
主

ヘ
ウ
キ

ワ

ン
テ

(孝

感
皇

帝

H
粛
宗

)

は
君

臣
と
も

に
恐
れ

、

年

ご
と

に
常

に
貢
物

と

し

て
絹

、
織

物

五
万

を
捧

げ
、

シ

ナ
は
貢
物

を
支

払

わ

し

め

ら

る

る

こ
と

と

な

れ
り

。

そ

の
後

シ
ナ

君
主

御

父

ヘ
ウ

キ

ワ

ン

テ

(粛

宗
)

は
逝

き
、

シ

ナ
君
主

御
子

ワ
ン

ペ
ン

ワ
ン

(広

平

王

11
代

宗
)

王
と

し

て

あ
り

し

が
、

チ

ベ

ッ
ト

に
貢
物

を
支

払
う

こ
と

能
わ

ず
。
L
と

訳
し

て

い
る
。
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史 窓

(
43
)

佐
藤

(
2
)
論
文

五

二
四
～

五

二
五
頁

。
佐
藤

氏

は
チ

ベ

ッ
ト
語
年

代

記

の
虎

の
年

(七

六

二
年

)

の
該
当

箇
所

を

「晩

冬

シ
ナ

の
君
主

(粛

宗

)
は
逝

き

て

シ
ナ

の
君
主

(代

宗
)

新
た

に
立

ち
た

り
。
絹

の
貢
物

と
地

図
等

、
上
す

る
こ

と

能
わ

ず

〔
シ
ナ

の
〕

国
家

は
崩
壊

せ

り
。
」

と
訳

す
。

注

(
42
)
参

照
。

(
岨
)

佐
藤

(
2
)
論
文

五

二
六
～

五

二
七
頁

。

(
45
)

拙
稿

(38

)論

文

。

(
46

)
徳

宗
時

代

の
唐

・
吐

蕃

会
盟

は
注

(
38
)
、
唐

・
ウ
イ

グ

ル
間

の
絹

馬
交

易

は

注

(
16
)
参

照
。
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